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す。

教
育
長

新

里

道
・
河
川
な
ど
の
交
通
路
は
、
古
く
か
ら
文
物
や
人
々
の
交
流
の
舞
台
に
な
っ
て
お
り
、
本
県
の
歴
史
を
知
る
上
に
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。

盈

し
か
し
、
近
年
、
産
業
経
済
が
著
し
く
発
展
し
、
社
会
構
造
が
変
遷
す
る
な
か
で
、
か
つ
て
は
交
通
が
大
変
不
便
で
あ
っ
た
山
道
も
改
良
さ
れ
、
舗
装
さ
れ
て
近
代
的
な
道
路
に
か

わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
っ
て
街
道
の
並
木
・
番
所
跡
・
一
里
塚
な
ど
の
交
通
関
係
の
遺
跡
も
急
激
に
失
わ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
本
県
で
は
、
こ
の
よ
う
な
現
状
を
重
視

し
、
昭
和
五
十
三
年
度
か
ら
国
庫
補
助
を
受
け
て
歴
史
の
道
の
調
査
を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。

本
報
告
書
は
、
本
年
度
に
調
査
し
ま
し
た
七
街
道
の
う
ち
、
石
巻
街
道
の
金
沢
宿
（
花
泉
町
）
を
起
点
と
し
て
東
へ
進
み
、
本
吉
郡
気
仙
沼
宿
へ
通
じ
る
「
気
仙
沼
街
道
」
の
岩
手

県
分
に
つ
い
て
、
街
道
の
現
状
と
文
化
財
の
保
存
状
況
な
ど
、
そ
の
周
囲
の
環
境
を
含
め
て
総
合
的
に
調
査
し
、
そ
の
成
果
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
書
が
、
今
後
の
交
通
関
係
遺
跡
の
保
護
及
び
歴
史
の
道
研
究
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
調
査
に
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
調
査
員
各
位
並
び
に
関
係
市
町
村
教
育
委
員
会
を
は
じ
め
諸
資
料
を
提
供
し
て
く
た
さ
っ
た
方
々
に
対
し
、
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

昭
和
五
十
五
年
一
二
月

序

岩

手

県

教

育

委

員

会
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補

助

員

地
区
調
査
員
（
川
崎
村
）

高

橋

哲

郎

熊

谷

村

上

光

山

形

筆
室
根
村
文
化
財
調
査
員

薫
川
崎
村
文
化
財
調
査
員

千

葉

信

雄

花

泉

町

文

化

財

調

査

員

専

門

調

査

員

吉

田

義

昭

盛

岡

市

教

委

文

化

財

専

門

員

専

門

調

査

員

細

井

草

間

俊

計

主
任
専
門
調
査
員

一
、
本
調
査
の
調
査
員
・
補
助
員
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

イ

収
集
し
た
も
の

調
査
し
た
事
項

道
及
び
こ
れ
に
沿
う
地
域
に
残
る
遺
跡
の
分
布
状
況
と
保
存
の
実
態
。

江
戸
時
代
の
国
界
・
藩
界
及
び
郡
名
。

地
区
調
査
員
（
花
泉
町
）

地
区
調
査
員
（
千
厩
町
）

地
区
調
査
員
（
室
根
村
）

岩
手
大
学
教
授

岩
手
大
学
教
授

千
厩
町
史
編
纂
員

岩
手
大
学
文
部
技
官

四
、
調
査
の
方
法
は
、
地
区
調
社
員
が
調
査
カ
ー
ド
を
作
成
し
、
調
査
カ
ー
ド
に
も
と
づ
き
専
門
調
査
員
が
確
認
調
在
を
行
な
っ
た
。

五
、
本
書
は
、
専
門
調
査
員
細
井
計
が
執
筆
し
、
文
化
課
が
編
集
に
あ
た
っ
た
。

ア
仁

古
文
菖
、
地
誌
類
、
紀
行
文
、
古
絵
図
類
や
明
治
時
代
の
実
測
図
な
ど
。

日
二
、
本
調
査
は
主
と
し
て
次
に
あ
げ
る
も
の
を
収
集
し
、
調
査
を
実
施
し
た
。

一
、
本
書
は
歴
史
の
道
「
気
仙
沼
街
道
」
に
関
す
る
報
告
書
で
あ
る
。

例

口

5
 



地

図

写

真
街
道
筋
に
残
る
主
な
文
化
財

街
道
の
現
状
と
文
化
財
の
保
存
状
況

例 序

百

目

岩
手
県
教
育
委
員
会
教
育
長

気
仙
沼
街
道
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

次

新

里

盈

30 25 22 
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の
街
道
か
ら
分
岐
し
て
い
る
気
仙
沼
街
道
も
脇
街
道
で
あ
っ
た
。

仰
渡
可
然
奉
存
候
」

（
『
宮
城
県
文
化
財
調
査
報

中
困
窮
と
之
申
立
を
以
、
此
上
再
割
増
被

気
仙
沼
街
道
は
、
石
巻
街
道
(
-
関

1
石
巻
）

東
北
に
進
み
、
北
上
川
を
渡
っ
て
、
仙
台
藩
東
磐
井
郡
の
薄
衣
（
川
崎
村
）

・
下
折
壁
（
室
根
村
）

あ
る
。
ま
た
、

の
金
沢
宿
（
花
泉
町
）
を
起
点
と
し
て

・
千
厩
（
千

の
各
宿
駅
を
通
過
し
、
浜
横
沢
村
（
室
根
村
）
か
ら
本
吉

に
よ
れ
ば
、
奥
州
道
中
の
一
関
宿
か
ら
東
南
に
「
拾
九
里
五

T
拾
間
」
、
ま
た
、
金
成
宿

か
ら
東
北
に
「
拾
八
里
一
丁
八
間
」
の
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
る
（
安
永
四
年
の
「
金
沢

村
風
土
記
御
用
書
出
」
）
。
な
お
、

と
こ
ろ
で
、
江
戸
時
代
の
奥
州
道
中
は
、
厳
密
な
意
味
で
は
、
宇
都
宮
宿
の
次
の
白
沢

か
ら
奥
州
白
河
ま
で
の
一
〇
宿
で
あ
り
、
白
河
以
北
は
そ
の
延
長
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
万
延
元
年
(
-
八
六

0
)
に

仙

台

藩

が

「
是
迄
四
割
増
之
上
江
三
割
増
、
都
合
七
割
増
」
の
人
馬
賃
銭
を
願
出
た
の
に
対
し
て
、

、、

幕
府
勘
定
奉
行
名
で
「
脇
往
還
江
右
体
多
分
之
割
増
相
訴
候
先
例
無
之
、
殊
―
―
割
増
年
季

付
、
願
之
趣
旨
不
被
及
御
沙
汰
旨
被

仰
付
候
而
者
、
外
響
t

一
も
相
成
可
申
哉
―
―

告
書
』
第
六
〇
集
、
傍
点
筆
者
、
以
下
同
じ
）
、

と
却
下
さ
れ
た
文
中
に
明
示
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
幕
府
は
白
河
以
北
の
奥
州
道
中
の
延
長
線
を
脇
往
還
（
脇
街
道
）
と
み
な
し

て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
東
北
地
方
を
縦
断
す
る
幹
線
道
路
と
し
て
の
役
割
を
果
し
て

い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
こ
の
幹
線
道
路
と
し
て
の
広
義
の
奥
州
道
中
か
ら
は
、
多
く

の
脇
街
道
が
分
岐
し
て
お
り
、
別
稿
で
取
上
け
た
今
泉
街
道
や
院
内
街
道
な
ど
か
そ
れ
て

一
関
宿
を
起
点
と
す
る
石
巻
街
道
も
そ
の
一
っ
で
あ
り
、

江
戸
時
代
の
陸
上
交
通
を
支
配
関
係
か
ら
一
瞥
す
る
と
、

さ
ら
に
は
、
こ

五
街
道
（
東
海
道
・
中
山
道

一
関
を
そ
の
起
点
と
み
る
む
き
も
あ
る
。

郡
気
仙
沼
へ
と
通
じ
る
道
筋
で
あ
る
。
そ
の
起
点
と
な
る
金
沢
宿
は
、

「
小
道
」
の
里
程

厩
町
）

気
仙
沼
街
道
に
つ
い
て

を
背
景
と
し
て
（
拙
稿
「
近
世
に
お
け
る
三
陸
漁
村
の
商
品
流
通
」

る。
ニ
の
道
筋
は
元
禄
―
一
年
（
一
六
九
八
）
の
「
千
厩
村
絵
図
」
、

「
千
厩
町
か
ら
東
方
に
伸
び
る
七
日
市
（
矢
越
村
）
、
下
折
壁

「
気
仙
沼
か
ら
千
厩
に
至
る
線
」

「
交
通
量
が
多

・
甲
州
道
中
・
日
光
道
中
・
奥
州
道
中
）
が
幕
府
道
中
奉
行
の
管
轄
で
あ
っ
た
の
に
対

し
、
そ
の
他
の
街
道
は
、
白
河
以
北
の
い
わ
ゆ
る
奥
州
道
中
を
も
含
め
て
幕
府
勘
定
奉
行

の
支
配
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
は
主
と
し
て
賃
銭
な
ど
の
統
制
面
に
か
か
わ
る
点
で

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
街
道
の
普
請
・
橋
梁
の
修
理
・
並
木
の
保
護
な
ど
の
実
際
に
か
か

わ
る
点
は
、
沿
道
の
大
名
や
旗
本
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
領
主
の
管
理
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て

い
た
。
し
た
が
っ
て
、
気
仙
沼
街
道
は
仙
台
藩
（
一
部
一
関
藩
）
の
管
理
す
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
そ
の
実
際
面
は
沿
道
の
村
々
の
責
任
で
行
な
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
気
仙
沼
街
道
に
つ
い
て
、
次
に
わ
ず
か
な
史
料
を
と
お
し
て
簡
単
に
触
れ
て
み
る

こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
金
沢
宿
（
花
泉
町
）
か
ら
気
仙
沼
宿
（
気
仙
沼
市
）
に
至
る
道
筋

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
い
つ
ご
ろ
開
発
さ
れ
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
経
て
改
良
整

備
さ
れ
て
き
た
も
の
か
、
目
下
の
と
こ
ろ
、
そ
の
間
の
経
緯
を
史
料
的
に
明
ら
か
に
す
る

こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
昭
和
一
一
四
年
の
『
本
吉
郡
誌
』
を
み
る
と
、

く
最
も
重
要
な
線
」
の
一
っ
と
し
て
、

千
厩
線
、
…
…
気
仙
沼
ー
新
月
ー
折
壁
ー
千
厩
」
）
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、

手
県
史
』
第

3
巻
に
も
、

町
、
十
日
市
（
浜
横
沢
）
を
経
て
、
気
仙
沼
に
達
す
る
線
が
あ
る
。
」
と
記
さ
れ
て
い

村
絵
図
」
、
文
化
一
三
年
(
-
八
一
六
）
の
「
流
金
沢
村
絵
図
」
な
ど
に
よ
っ
て
も
確
認

で
き
る
。
し
か
も
こ
の
よ
う
な
ル
ー
ト
、
す
な
わ
ち
、
金
沢
・
薄
衣
・
千
厩
・
上
折
壁
・

下
折
壁
・
浜
横
沢
を
経
て
気
仙
沼
に
逹
す
る
道
筋
は
、
す
で
に
近
世
初
頭
に
ほ
ぼ
て
き
あ

が
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
そ
し
て
近
世
中
期
以
降
、

（
「
気
仙
沼
・

さ
ら
に
『
岩

「
下
折
壁
•
浜
横
沢

と
く
に
一
八
世
紀
後

半
の
宝
暦
・
天
明
期
に
な
る
と
、
全
国
的
な
発
展
の
様
相
を
も
っ
て
展
開
す
る
商
品
生
産

・
日
本
近
世
史
の
地

方
的
展
間
）
、
こ
の
気
仙
沼
街
道
を
利
用
し
た
商
品
流
通
も
盛
ん
と
な
っ
て
く
る
。
た
と

え
ば
、
本
吉
郡
気
仙
沼
と
東
磐
井
郡
内
の
大
原
・
摺
沢
・
千
厩
•
藤
沢
・
津
谷
川
の
各
宿

7
 



駅
と
を
連
絡
す
る
下
折
壁
宿
は
、

継
地
と
し
て
発
展
し
た
。

構
造
と
煙
草
生
産
」

と
く
に
、
三
陸
沿
庁
の
曲
産
物
と
内
陸
の
穀
類
等
の
中

こ
の
よ
う
な
気
仙
沼
街
道
を
利
用
し
た
一
例
と
し
て
、

さ
ら
に
、
虻
煙
草
の
流
通
が
指

摘
さ
れ
よ
う
。
仙
台
藩
に
お
け
る
葉
煙
草
生
産
の
中
心
地
は
東
山
地
方
（
東
磐
井
郡
）
で

あ
る
が
、
寛
政
一

0
年
（
一
七
九
八
）
の
「
封
内
土
産
考
」
に
よ
れ
ば
、
当
時
す
て
に
「
不

残
此
の
産
業
を
専
」
と
し
て
い
た
東
山
地
方
は
、
葉
煙
草
を
気
仙
沼
の
津
に
駄
送
し
、
関

東
登
せ
を
積
極
的
に
行
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
拙
稿
「
近
世
東
北
農
村
の

へ
の
関
門
で
あ
る
薄
衣
は
、
北
上
川
の
重
要
川
岸
の
一
っ
と
し
て
栄
え
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
東
山
地
方
で
生
産
さ
れ
た
葉
煙
草
を
は
じ
め
と
す
る
諸
商
品
の
移
出

「
封
内
土
産
考
」
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
気
仙
沼
に
駄
送
さ
れ
て
海
運
を
利
用
す
る

か
、
あ
る
い
は
ま
た
、
薄
衣
に
駄
送
さ
れ
て
北
上
川
水
連
を
利
用
す
る
か
、
こ
の
い
ず
れ

か
の
方
法
が
と
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
気
仙
沼
や
薄
衣
ま
で
の
駄
送

は
、
主
と
し
て
気
仙
沼
街
道
が
利
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
ま
た
、
江
戸
後

期
の
庶
民
の
生
活
記
録
を
多
く
残
し
た
民
俗
学
者
て
あ
り
、

か
つ
紀
行
家
で
も
あ
っ
た
骨

江
真
澄
は
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
七
月
一
日
に
気
仙
沼
を
出
立
し
、
そ
の
後
、

九
月

―
―1
0
日
ま
で
の
三
か
月
間
に
、
千
厩
・
一
関
・
金
成
・
栗
駒
・
金
田
・
桃
生
・
石
巻
•
松

島
・
塩
釜
な
ど
を
旅
行
し
、
そ
の
問
の
見
聞
を
『
未
刊
南
部
仙
台
遊
覧
記
』
と
し
て
残
し

次
に
、
街
道
の
呼
称
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
に
提
出
さ
れ
た

各
村
の
「
風
士
記
御
用
書
出
」
に
よ
れ
ば
、
揚
生
村
(
-
関
市
）
て
は
「
金
沢
町
か
東
山

薄
衣
町
江
之
通
路
、
壱
筋
、
道
法
大
数
小
道
、
金
沢
町
江
弐
拾
里
、
薄
衣
町
江
壱
丁
四
拾

間
」
と
品
し
て
い
る
。
ま
た
、
濁
沼
村
（
千
厩
町
）
で
は
「
千
既
町
ふ
薄
衣
町
江
之
通
」
、

金
田
村
（
千
厩
町
）
で
は
「
当
郡
（
東
槃
井
郡
、
筆
者
註
、
以
下
同
じ
）
千
厩
町
か
下
折

壁
町
江
之
道
」
、

上
折
壁
村
（
室
根
村
）
で
は
「
当
郡
下
折
壁
町
ふ
当
郡
千
厩
町
汀
之
道
」

仙
沼
街
道
か
利
用
さ
れ
て
い
る
。

て
い
る
が
、
そ
の
際
、
気
仙
沼
か
ら
千
厩
ま
で
の
区
間
は
、

一
部
分
を
除
い
て
、

ほ
ぼ
気

は
ヽ

・
日
本
文
化
研
究
所
研
究
報
告
別
巻
第
一
集
）
。
ま
た
、
東
山
地
方

て
い
る
。
な
お
、

る
。
こ
こ
で
は
「
大
道
」
が
一
里
11

三
六
町
、

「
小
道
」
が
一
里
1
1
六
町
の
割
合
と
な
っ

一
例
で
あ

（
「
金
沢
村
風
士
記
御
用
書
出
」
）
と
あ
り
、
同
一
の
ル
ー
ト

「
大
道
」
て
「
三
里
拾
―
―

-
T
四
拾
間
」

「
小
道
」

上
仕
候
事
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

「
小
道
」
と
「
大
道
」
の
区
別
が
み
ら
れ
る
。
「
本
吉

こ
れ
ら
の
晶
述
か
ら
す
れ
は
、
当
時
の
街
道
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
地
の
名

を
つ
け
て
、

「
ど
こ
ど
こ
へ
の
道
（
通
路
）
」
と
い
う
の
が
1

般
的
な
呼
称
て
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
気
仙
沼
街
道
沿
い
に
残
る
道
標
か
ら
も
指
摘
で
き
る
。
た
と
え
ば
、

気
仙
沼
街
道
と
は
関
係
な
い
が
、
文
化
八
年
(
-
八
―
-
）
建
立
の
東
山
町
桃
の
木
洞
入

（

猿

沢

）

（

興

田

）

ロ
の
道
標
に
、
「
左
ハ
さ
る
さ
わ
道
•
お
き
た
道
、
う
し
ろ
は
正
法
寺
道
、
む
こ
う
ハ
す

（

摺

沢

）

（

洟

愚

る
さ
わ
道
、
右
ハ
な
ヵ
さ
ヵ
道
」
、
と
刻
ま
れ
て
い
る
の
は
そ
の
典
型
的
な
例
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
気
仙
沼
宿
を
目
的
地
と
し
て
広
く
と
ら
え
る
場
合
に
は
、

沼
ヘ
ノ
通
路
」

（
安
永
四
年
の
浜
横
沢
村
の

最
後
に
、
里
程
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
こ
う
。
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
の
上
折

壁
村
（
室
根
村
）

の
「
風
土
記
御
用
書
出
」
を
み
る
と
、

町
江
之
道
、
壱
筋
、
道
法
御
村
境
ぷ
小
道
、
千
厩
町
江
拾
壱
里
程
、
下
折
壁
町
江
五
丁

程
」
と
あ
り
、

一
方
、
下
折
壁
村
（
室
根
村
）

の
「
風
土
品
御
用
書
出
」
に
は
、

郡
気
仙
沼
町
江
三
里
弐
拾
丁
三
拾
壱
間
、
•
•
…
•
以
上
六
ヶ
所
、
何
茂
里
数
大
道
ヲ
以
御
書

仙
台
藩
で
は
概
し
て
主
要
道
路
を
「
大
道
」
て
あ
ら
わ
し
、
そ
の
他
の
村
道
的
な
も
の
は

「
小
道
」
て
表
示
し
て
い
る
場
合
が
多
い
よ
う
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
統
一
さ
れ
て
い
た

わ
け
で
は
な
い
。

"
石
巻
へ
の
道
“
と
＂
薄
衣
へ
の
道
“
を
指
示
し
て
い
る
。
な
お
、

で
「
廿
里
一

T
四
拾
問
」

「
本
吉
郡
気
仙

「
当
郡
下
折
壁
町
汐
当
郡
千
厩

た
と
え
ば
、
気
仙
沼
街
道
の
金
沢
宿
か
ら
薄
衣
宿
ま
て
の
道
法
は
、

（
「
薄
衣
村
風
士
記
御
用
書
出
」
）
、

（
気
仙
沼
街
道
）
が
「
大
道
」
と
「
小
道
」
で
表
示
さ
れ
て
い
る
の
は
そ
の

「
大
道
」
か
ぞ
六
町
を
も
っ
て
一
里
と
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い

気
仙
沼
街
道
と
呼
ば
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
風
士
記
御
用
書
出
」
）

と
い
う
意
味
で
、

す
き
ぬ
」
と
刻
み
、

六
年
（
一
じ
四
一
）
建
立
の
金
沢
新
町
の
道
標
ぱ
、

「
道
、
右
ハ
い
し
の
ま
さ
、
左
ハ
う

と
述
べ
て
い
る
＂

元
文
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新
館
前

1
中
西
（
室
根
村
）

七
日
市

1
新
館
前
（
室
根
村
）

ル
ー
ト
の
ま
っ
た
く
変
化
し
て
い
る
と
こ

一
部
分
を
除
い
て
ほ
ぼ
国
道
（
二
八
四

と
(8) (7) (6) (5) (4) (3) (2) (1) 1こ

{ 千
厩
宿

1
平
萩
（
千
厩
町
）

道
と
異
な
っ
て
い
る
部
分
が
多
い
。
と
く
に
、

ろ
は
④
、
そ
れ
に
千
厩
宿
の
部
分
を
除
い
た
同
の
道
筋
で
あ
る
。

一
島
峠
ー
千
厩
宿
（
千
厩
町
）

漆
崎

1
三
島
峠
（
川
崎
村
）

薄
衣
！
漆
崎
（
川
崎
村
）

街
道
の
現
状
と
文
化
財
の
保
存
状
況

古
松
軒
が
、
そ
の
著
『
東
遊
雑
晶
』
の
中
て
、

「
小
道
」
の
方
は
統
一
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
天
明
八
年

（
一
七
八
八
）
に
、
篠
府
の
巡
見
使
に
随
行
し
て
奥
羽
か
ら
松
前
地
方
を
旅
行
し
た
古
川

俗
あ
り
て
万
れ
異
な
る
こ
と
多
く
、
行
程
も
五
町
一
里
、
六
町
一
里
、

一
里
と
し
、
・
:
・
:
」
と
指
摘
し
て
い
る
の
は
そ
の
あ
ら
は
れ
て
あ
ろ
う
。

金
沢
宿
ー
中
山
（
花
泉
町
）

中
山

i
薄
衣
(
-
関
市
）

七
町
一

里

な

ど

と
、
所
ど
こ
ろ
に
て
替
わ
り
た
る
に
、
仙
台
城
下
よ
り
南
は
、
行
程
も
一
二
十
六
町
を
以
て

気
仙
沼
街
道
は
花
泉
町
金
沢
か
ら
気
仙
沼
市
ま
で
で
あ
る
。
こ
こ
て
は
そ
の
間
の
街
道

の
現
状
と
文
化
財
の
保
存
状
況
に
つ
い
て
、
次
の
区
分
に
し
た
が
っ
て
説
明
を
加
え
る
こ

以
上
の
う
ち
、
図
・
③
・
⑥
・
り
の
道
筋
は
、

号
線
）
と
一
致
し
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
沿
っ
て
進
ん
て
い
る
が
、
そ
の
他
は
い
す
れ
も
国

「
仙
台
城
下
よ
り
北
方
は
、
今
に
夷
の
風

が
ヽ

気
仙
沼
街
道
（
以
下
、

西
に
の
び
る
町
並
の
う
ち
、
有
馬
川
の
越
戸
の
渡
し
か
ら
上
戸
ま
て
の
区
間
は
疫
長
一
四

年
（
一
六

0
九）

旧
道
と
い
う
）
は
金
沢
宿
を
起
点
と
し
て
い
る
。
金
沢
宿
は
東

の
町
割
で
あ
り
、

gnlし
J
‘

介
i

ー

ー

．

）

（

・
ド
骰
4
 
竪
岡
半
、
訊
而
回
半
、

一
関
か
ら
石

（
以
下
、

「
安

上
戸
か
ら
丁
切
ま
て
の
区
間
は
天
和
三
年
（
一
六
八

―
―
-
）
の
町
割
て
あ
っ
た
と
い
う
（
花
泉
町
教
育
委
員
会
調
在
）
。
文
化
―
―
―
一
年
(
-
八
一

六
）
の
「
流
金
沢
村
絵
図
」
や
花
泉
町
教
育
委
員
会
の
調
府
に
よ
れ
ば
、
越
戸
の
渡
し
か

ら
上
戸
ま
て
の
区
間
の
道
の
北
側
に
、
流
一
四
か
村
大
肝
入
癬
所
・
御
札
場
・
検
断
な
ど

の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
現
在
そ
れ
ら
の
跡
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
安

永
四
年
（
一
七
七
五
）
の
金
沢
村
（
花
泉
町
）
の
「
風
土
品
御
用
書
出
」

永
風
士
記
」
と
い
う
）
に
よ
れ
は
、
東
西
に
「
五
丁
三
間
」
の
町
並
を
も
つ
金
沢
宿
は
、

奥
州
道
中
の
一
関
宿
か
ら
東
南
に
「
拾
九
里
五
丁
拾
間
（
小
道
）
」
、
三
迫
の
金
成
宿
か

ら
東
北
に
「
拾
八
里
壱
丁
八
間
（
小
道
）
」
の
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
お
り
、

巻
へ
と
通
じ
る
石
巻
街
道
に
お
け
る
宿
駅
で
も
あ
っ
た
。

金
沢
宿
の
北
側
に
は
、
金
沢
八
幡
神
社
・
曹
洞
宗
稲
荷
山
宝
持
院
・
朧
晃
山
稲
荷
社
な

ど
が
あ
る
。
八
幡
神
社
に
つ
い
て
「
安
永
風
士
記
」
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

ー
小
名
伍
川

一
勧
讀
人
王
七
拾
代
後
冷
泉
院
御
宇
康
平
年
中
、
伊
予
守
源
頼
義
公
安
倍
貞
任
御
征
伐
之

時
、
山
城
国
岩
清
水
八
糀
大
神
を
当
村
井
端
郷
飯
倉
、
当
郡
消
水
村
、
右
三
ヵ
所
―
―
御
勧
講

之
由
、
其
後
御
再
沿
と
相
見
得
、
人
王
七
十
六
代
近
衛
院
御
宇
久
安
五
年
八
月
十
五
日
と

有
之
候
棟
札
御
庫
候
、
且
又
礼
古
¢
御
社
御
建
替
之
節
ハ
御
材
木
被
下
置
候
、
府
山
様
御
代

伽
県
印
万
治
三
年
八
月
廿
六

11
、
卯
代
官
橋
本
六
左
衛
門
様
菜
良
坂
半
助
様
御
両
人
御
名
元

ニ
血
被
相
設
候
御
甚
付
、
別
当
中
条
院
所
持
仕
候
、
其
後
享
保
元
年
被
ド
協
候
御
丑
付
ハ
先

年
火
巾
之
節
焼
失
仕
候
、
先
例
を
以
去
年
御
建
替
之
節
、
一
関
様
江
品
々
奉
願
御
材
木
被
下

買
候
れ
、

一
礼
地
竪
肝
五
間
、
横
廿
閻
、
一
社

一
什
閉
長
七
五
級
、
輻
じ
尺

①

金

沢

宿

ー

中

山

，
 



は
ヵ、
り
ヽ

（
花
泉
町
）

養
碑
群
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

・
市
野
々
村
(
-
関
市
）
に
そ
れ
ぞ
れ
地
蔵
尊
を
建
立
し
て
霊
を
と
む
ら
っ

一
地
主
・
別
当
中
条
院
、

一
祭
日

六
月
廿
四
日
」

小
名
館
、

一
社
地
竪
廿
五
間
、
横
舟
三
間
、

一
社

一
鳥
井
南
向
、

一
石
鳥
井
南
向

一
額
社
竪
額
、
八
幡
宮
三
字
、
但
宜
者
相
知
不
申
候
事

一
地
主
・
別
当
当
村
羽
黒
派
中
条
院

一
祭
日
八
月
十
五
日
、
往
古
パ
祭
日
ニ
ハ
尾
台
物
造
花
等
相
出
米
申
候
、
近
介
衰
微
仕
候
得
共

古
礼
御
暑
上
仕
候
事
、

現
在
の
社
殿
は
昭
和
二
四
年
の
火
災
に
よ
っ
て
新
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

社
の
大
名
行
列
は
花
泉
町
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
境
内
に
は
安
永
五
年
（
一

曹
洞
宗
宝
持
院
の
本
堂
は
昭
和
一
七
年
の
再
建
で
あ
る
が
、

南
向
竪
九
間

は
、
朧
晃
山
稲
荷
と
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）

「
当
時
ハ
豊
前
国
横
手
村
妙
徳
山
泉
福
寺
勅
特
賜
無
着

八
足
の
楼
門
は
宝
永
八
年

（
一
七
―
一
）
の
建
築
に
な
り
、
昭
和
四
八
年
岩
手
県
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

一
曹
涸
宗
、

八
幡
神

地
蔵
菩
薩
、
木
仏
坐
像
、
御
長
八
寸
五
分
、

鳳
山
和
尚
御
筆
」
と
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
の
同
時
の
「
書

妙
融
禅
師
、
明
徳
四
年
八
月
十
二
日
開
山
」
と
伝
え
て
い
る
。
こ
の
宝
持
院
の
境
内
に

の
御
波
留
地
蔵
（
総
高
一
一
五

Ocm
、
石
坐

像
）
が
あ
る
。
前
者
は
も
と
白
山
社
と
相
殿
で
、
社
殿
は
西
向
一
一
尺
作
で
あ
っ
た
が
（
「
安

永
風
士
記
」
）
、
現
在
は
間
ロ
・
奥
行
と
も
に
七
尺
四
方
で
あ
る
。
懐
妍
女
尊
像
の
御
波

留
地
蔵
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
言
い
伝
え
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
仙
台
願
行
寺
僧
覚

興
は
お
春
と
恋
仲
と
な
っ
た
が
、
仏
門
の
戒
律
に
よ
り
夫
婦
と
な
れ
な
い
た
め
に
心
中
を

お
春
の
み
死
亡
す
る
。
覚
興
は
悲
し
み
の
あ
ま
り
、
お
春
の
供
養
の
た
め
に
托

鉢
を
し
、
そ
の
浄
財
を
も
っ
て
栗
原
郡
志
波
姫
村
（
志
波
姫
町
）
、
西
磐
井
郡
金
沢
村

た
と
い
う
。
こ
の
御
波
留
地
蔵
は
明
治
初
め
ま
で
、
後
述
す
る
旧
道
の
三
又
路
附
近
の
供

さ
て
、
現
在
の
金
沢
新
町
は
そ
の
東
端
を
国
道
二
八
四
号
線
（
以
下
、
国
道
と
い
う
）

が
南
北
に
走
り
、

T
字
路
と
な
っ
て
い
る
か
、

ち
金
沢
宿
東
端
の
丁
切
の
と
こ
ろ
か
ら
国
道
と
分
か
れ
て
東
進
し
、
山
の
中
へ
と
入
っ
て

行
く
。
そ
の
分
岐
点

11iB
道
の
三
又
路
の
北
側
に
は
供
蒋
碑
群
が
建
っ
て
い
た
が
、
国
道

編
入
に
よ
る
舗
装
工
事
の
た
め
、
現
在
は
八
幡
神
社
の
参
道
に
移
転
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

昭
和
五

0
年
に
は
、
金
沢
新
町
の
国
道
T
字
路
附
近
の
田
圃
の
中
か
ら
元
文
六
年
(
-
七

四
一
）

旧
道
は
そ
の

T
字
路
の
辺
か
ら
、
す
な
わ

の
道
標
（
高
さ
四
八

cm
、
幅
三
八

em
、
自
然
石
）
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
正

面
に
は
「
道
、
右
ハ
い
し
の
ま
き
、
左
ハ
う
す
ぎ
ぬ
」
と
あ
り
、
右
側
に
「
金
沢
町
、
佐

々
木
や
乎
三
郎
」
、
左
側
に
「
元
文
六
年
月

H
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
道
標
は
旧
道

の
三
又
路
供
餐
碑
群
附
近
に
あ
っ
て
、
里
程
の
原
点
と
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ

道
標
と
供
養
碑
群
の
あ
っ
た
地
点
か
ら
約
七

0
0
m
東
進
し
た
旧
道
の
右
側
に
、

塚
が
一
基
（
底
部
径
一
―
-
m
、
高
さ
―
-
m
)
現
存
し
て
お
り
、
保
存
状
態
は
良
好
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
さ
ら
に
約
五

0
0
m
東
進
し
た
旧
道
南
手
の
念
仏
沢
に
は
、
樹
令
約
五

0
0年

間
は
、

旧
道
の
面
影
が
良
く
残
さ
れ
て
い
る
。
旧
道
は
こ
の
二
本
松
の
辺
か
ら
、
国
道
の

東
側
約
八

0
0
m
の
地
点
を
国
道
と
平
行
し
て
北
上
し
、
約
一
―
-
k
m
ほ
ど
進
ん
だ
と
こ
ろ
で

国
道
と
合
流
し
て
い
る
。
そ
の
間
の
蛭
沢
に
は
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）

の
作
神
竪
牢
地

神
（
石
祠
）
が
あ
り
、
籠
ノ
沢
に
は
年
代
不
詳
の
山
ノ
神
神
社
（
石
祠
）
が
あ
る
。

山
ノ
神
神
社
か
ら
約
八

0
0
m
西
の
内
沢
に
は
、
国
道
の
左
手
に
金
沢
城
跡
が
あ
る
。

「
安
永
風
土
記
」
に
「
一
内
沢
、
朝
日
館
、
竪
五
拾
間
、
横
弐
拾
間
、

―
―
一
ノ
丸
、
竪
四

拾
間
、
横
三
拾
間
、
右
御
城
主
藤
原
秀
衡
公
御
家
臣
金
沢
伊
豆
守
と
申
御
方
之
由
中
伝
候

処
、
年
号
相
知
不
申
候
事
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
て
あ
る
。
金
沢
城
は
旭
城
と
も

し
の
の
め

東
雲
城
と
も
呼
ば
れ
、
町
指
定
史
跡
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
西
側
に
は
「
一
愛
宕
社
、

南
向
一
丈
作
、

（
「
安
永
風
士
記
」
）
、

と
記
さ

れ
た
愛
宕
神
社
（
問
ロ
―
予
一
九

0
m
、
奥
行
三
五

0
m
)
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
神
社
付
近

出
」
は
「
開
山
之
事
」
と
し
て
、

の
老
松
二
本
（
二
本
松
）
が
旧
道
尾
根
に
従
え
て
い
る
。

一
里
塚
か
ら
一
一
本
松
ま
で
の
区

定
朝
作
、

一
門
南
向
、

一
額
門
横
額
、
稲
荷
山
三
字
、
御
城
下
大
年
寺
御
先
住

殿

横
六
間
、

一
本
尊

る
。
同
寺
に
つ
い
て
「
安
永
風
土
記
」
は
、

「
一
小
名
寺
山
、

一
客

七
七
六
）

の
八
幡
祠
碑
（
高
さ
一
八

Ocm
、
幅
九

Ocrn)
が
あ
る
。

る。

一
里
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現
在
も
清
水
が
誘
出
し
て
い
る
。

て、
さ
て
、
山
ノ
神
神
社
を
過
ぎ
る
と
、

廿
間
、
横
五
拾
間
、

但
作
者
相
知
不
申
候
巾
、

十
八
日
」
、

旧
道
の
東
側
に
四

0
本
の
松
の
大
木
か
並
ん
で
お

り
、
松
並
木
の
名
残
り
を
と
ど
め
て
い
る
。
こ
の
松
並
木
か
ら
約
四

0
0
m
西
手
に
新
山

「
安
永
風
土
記
」
に
「
一
観
音
堂
、

南
向
八
尺
四
面
、

木
仏
立
像
、
御
長
一
尺
八
寸
、

と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
観
音
堂
は
奥
州
三
三
霊
場
の
第

一
九
番
札
所
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
一
一
面
観
音
像
（
高
さ
臼
四
C
m
)

と
、
宝
暦
年
代
（
一

七
五
一
ー
六
―
―
-
）
の
も
の
と
思
わ
れ
る
一
九
番
札
（
縦
六O
c
m、
横
―
i
O
•
五
C
m
)が
あ

る
。
後
者
に
は
「
十
九
番
、
法
の
紐
と
く
金
沢
の
あ
ら
か
ね
ハ
大
慈
の
山
に
明
暮
の
声
」

と
刻
字
さ
れ
、
金
泥
を
も
っ
て
う
め
、
そ
の
下
部
に
中
輿
の
僧
七
名
と
寺
名
が
漆
書
き
さ

新
山
観
音
堂
か
ら
約
―
k
m
前
後
北
方
の
内
沢
に
、
高
大
寺
跡
と
馬
骨
清
水
が
あ
る
。
前

者
は
慈
覚
大
師
の
曳
錫
に
よ
る
天
台
宗
寺
院
跡
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

一
烏
井
南
向
、

一
地
主
・
別
当
中
条
院
、

「
安
永
風
土
記
」

は
「
一
内
沢
、
高
大
寺
跡
、
往
吉
ハ
此
所
―
―
寺
相
立
候
由
申
伝
候
処
、
何
宗
と
申
儀
井
年

号
共
二
相
知
不
申
候
事
」
と
述
べ
て
い
る
。
馬
骨
清
水
に
つ
い
て
は
「
名
水
壱
ッ
」
と
し

「
一
内
沢
、
馬
骨
清
水
、
藤
原
秀
衡
公
御
平
生
御
茶
水
二
罷
成
候
処
、
水
を
汲
候
者

遠
路
之
持
連
を
厭
ひ
、
馬
骨
を
打
込
候
―
―
付
、
名
付
候
由
申
伝
候
事
」
と
記
し
て
い
る
。

馬
骨
消
水
か
ら
約
―
―
五

0
m
東
南
の
辺
で
国
道
と
合
流
し
た
旧
道
は
、
そ
の
ま
ま
国
道

と
ほ
ぼ
重
な
っ
て
約
五

0
0
m
北
上
し
た
地
点
で
右
手
に
分
か
れ
、
国
道
の
東
側
を
迂
回

し
て
植
立
峠
東
側
付
近
で
ふ
た
た
び
国
道
と
合
流
し
、
そ
の
先
は
ほ
ぼ
国
道
と
重
な
っ
て

中
山
に
達
し
て
い
る
。
そ
の
間
、
植
立
峠
を
挟
ん
で
菅
ノ
平
か
ら
濁
沢
に
か
け
て
の
尾
根

伝
い
に
、
長
さ
約
一
八
六

0
間
、
幅
一
八
間
に
わ
た
る
霜
除
松
並
木
か
あ
る
。
こ
れ
は
文

化
年
間
(
-
八

0
四
ー
一
七
）
に
刈
生
沢
の
肝
入
金
田
庄
太
左
衛
門
が
部
落
耕
地
の
霜
害

を
防
除
す
る
た
め
に
植
え
た
も
の
で
あ
る
。
植
立
峠
か
ら
約
五

0
0
m
南
の
地
点
に
霜
除

れ
て
い
る
。

一
祭
日

一月

一
堂

一
本
尊

観
音
堂
が
あ
る
。

一
小
名
永
沢
、

一
境
内
竪
百

に
道
祖
神
（
高
さ
約
七
一
―

-cm
、
頭
部
径
二
九

em)
が
あ
る
。

れ
る
。

側
の
崖
上
に
、
二

0
基
の
供
養
碑
群
が
建
並
ん
で
い
る
。

松
碑
が
建
っ
て
い
る
。
中
山
に
は
豊
隆
神
社
と
歌
塚
神
社
（
石
祠
）
が
旧
道
の
北
側
に
鎖

中
山
ー
薄
衣

中
山
を
過
ぎ
る
と
、

旧
道
は
国
道
と
分
か
れ
て
、
そ
の
西
側
の
一
関
市
と
の
境
界
に
沿

と
、
旧
道
を
挟
ん
で
南
北
に
一
里
塚
（
底
部
径
約
―
-
m
、
高
さ
約
一
・
五
m
)
が
現
存
し

て
い
る
。
こ
の
一
里
塚
付
近
は
旧
道
の
面
影
が
良
く
残
っ
て
い
る
。

0
m
東
進
し
た
と
こ
ろ
に
樹
令
数
百
年
の
松
が
あ
り
、
そ
の
根
元
に
雷
神
碑
が
置
か
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
付
近
に
は
嘉
永
五
年
(
-
八
五
―
-
）
の
湯
殿
山
碑
（
高
さ
四

O
O
c
m
、
幅
九

o
c
m
)
が
建
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
嘉
永
二
年
(
-
八
四
九
）

に
、
揚
生
村
(
-
関
市
）
の

肝
入
か
ら
流
大
肝
入
と
な
っ
た
阿
部
宗
之
進
ら
が
建
立
し
た
も
の
で
、
碑
の
上
部
に
は
大

日
如
来
の
梵
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
花
泉
町
内
最
大
の
供
養
碑
で
あ
る
。
こ
の
付
近
か
ら

鶴
巻
ま
で
の
約
―
-
k
m
に
わ
た
る
旧
道
の
随
所
に
松
並
木
が
あ
り
、

旧
道
は
蕎
麦
沢
を
経
て

鶴
巻
で
ふ
た
た
び
国
道
と
合
流
し
て
い
る
。
そ
の
合
流
点
の
手
前
約
二
五

0
m
の
旧
道
北

鶴
巻
で
国
道
と
合
流
し
た
旧
道
は
、
そ
の
ま
ま
国
道
と
重
な
っ
て
進
み
、
北
上
川
に
架

か
る
北
上
大
橋
の
手
前
約
三

0
0
m
の
地
点
で
、
国
道
か
ら
右
手
に
分
れ
て
北
上
川
の
谷

起
船
場
跡
に
逹
し
、
そ
こ
か
ら
北
上
川
を
渡
船
し
て
対
岸
の
薄
衣
宿
に
至
る
。
こ
こ
の
船

渡
し
は
元
禄
（
一
六
八
八
ー
一
七

0
1
―
-
）
頃
に
は
じ
ま
り
、
昭
和
一
三
年
に
北
上
大
橋
が

開
通
す
る
ま
で
利
用
さ
れ
て
い
た
も
の
て
あ
り
、
現
在
も
わ
ず
か
に
そ
の
面
影
が
し
の
ば

旧
道
か
国
道
か
ら
分
か
れ
て
谷
起
の
船
場
跡
に
向
う
、
そ
の
分
岐
点
か
ら
約
四

0
0
m

南
に
は
、
曹
洞
宗
富
沢
山
金
昌
寺
・
御
蔵
場
跡
・
道
標
な
ど
が
あ
る
。
安
永
四
年
(
-
七

七
五
）

の
富
沢
村
(
-
関
市
）
の
一
風
士
記
御
用
書
出
」
は
、
金
呂
寺
に
つ
い
て
「
一
小

一
里
塚
か
ら
約
五

0

っ
て
北
上
し
、

や
が
て
、

一
関
市
弥
栄
に
入
っ
て
国
道
の
北
側
を
約
四

0
0
m
東
進
す
る

(2) 

座
し
て
い
る
。
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出
」

（
以
下
、

「
安
永
風
土
記
」
と
い
う
）
を
み
る
と
、

「
舟
五
品
、
弐
拾
弐
艘
」
と
し

一
社
地

作
、
西
磐
井
赤
荻
村
赤
荻
山
要
律
院
五
世
曇
芥
恵
応
和
尚
、
天
文
十
八
年
開
山
二
付
、
当

安
永
四
年
迄
二
百
二
十
七
年
―
一
成
ル
」
、

阿
弥
陀
如
来
坐
像
は
寺
宝
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
長
安
寺
か
ら
約
1

―1
0
0
m
西
に
熊
野
神

「
安
永
風
土
記
」
は
「
村
鎖
守
、
熊
野
社
」
と
し
て
次
の
よ
う
に

一

小

名

館

一
弘
治
二
年
九
月
、
葛
両
家
臣
山
城
守
持
家
者
勤
清
卜
云

一
社
地
竪
五
拾
闊
、
拙
五
拾
間
、
一
礼
し
1
向一一．問作、

一
凡
井
南
向

一
額
凡
井
竪
額
、
熊
野
大
権
現
五
字
、
洞
実
寺
栓
茜
惰

一
地
E
•
別
％
自
性
院
こ
ハ
含
口
几
月
五
日

藩
衣
ー
漆
綺

と
記
さ
れ
て
い
る
寺
が
そ
れ
て
あ
る
。
本
尊
の

谷
起
の
舟
場
跡
か
ら
北
上
川
を
隔
て
た
対
州
が
薄
衣
の
舟
場
跡
で
あ
る
。
こ
の
間
は
舟

渡
し
て
あ
っ
た
。
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）

の
薄
衣
村
（
川
崎
村
）

の
「
風
土
記
御
用
よ

．
勧
晶
小
名

鉛
守
、
牛
頭
天
［
社
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

(3) 

「
安
永
風
土
記
」
は
「
村

た
北
上
川
築
堤
工
事
に
よ
っ
て
、
舟
場
跡
は
護
岸
と
一
変
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
今
は
そ

旧
道
は
こ
の
舟
場
跡
か
ら
ま
っ
す
ぐ
伸
び
て
国
道
と
合
流
し
、
薄
衣
町
内
を
ほ
ぼ
国
道

か
も
、
こ
こ
か
ら
は
「
当
郡
（
東
磐
井
郡
、
筆
者
註
、
以
下
同
じ
）
千
厩
町
江
之
道
筋
」
、

「
当
郡
黄
海
村
七
日
町
江
之
道
筋
」
、

「
町
住
居
七
拾
軒
」
て
構
成
さ
れ
、

「
当
郡
黄
悔
村
―

-LI
町
江
之
道
筋
」
、

川
町
江
之
道
筋
」
の
「
道
四
筋
」
が
分
岐
し
て
お
り
、

う
交
通
の
要
所
に
あ
っ
た
の
て
、
人
馬
の
往
米
も
し
げ
く
、
東
山
の
関
門
と
し
て
繁
栄
し

た
宿
駅
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
大
正
一
四
年
の
大
船
渡
線
の
開
通
に
つ
い
で
北
上
大
橋
が

完
成
す
る
と
、
様
相
は
一
変
し
、
現
在
は
普
通
の
商
店
街
の
町
と
な
っ
て
い
る
。

町
の
入
口
北
側
の
北
上
川
昇
断
崖
上
に
浪
分
神
社
が
あ
る
。

本
宮

南
北
八
拾
五
問
、
東
両
四
拾
間
、

永
緑
四
年
竹
村
米
倉
館
城

t
千
兜
甲
斐
守
胤
次
様
御
勧
高
之
由
巾
伝
候
中

一社

辰
巳
向
壱
問
作

「
当
郡
松

述
べ
て
い
る
。

「
足
町
壱
丁
四
拾
又
間
」
か
ら
成
る
薄
衣
宿
は
、

「
安
永
風
土
記
」
に
よ
れ
は
、

「
本
町
弐
丁
三
拾
七
間
」
とし

そ
の
上
、
北
上
川
の
渡
し
場
と
い

社
が
鎖
座
し
て
い
る
。

と
重
な
っ
て
進
ん
で
い
る
。

の
面
影
す
ら
残
っ
て
い
な
い
。

竪
八
間
半
、
横
六
間
半
、

一
本
尊
阿
弥
陀
如
来
、
木
仏
坐
像
、
長
壱
尺
、

弘

法

大

師

に
北
上
大
橋
が
開
通
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
、

つ
い
て
昭
和
―
―

1
0年
に
開
始
さ
れ

「
安
永
風
土
記
」
と
い
う
）
に
、

「
一
小
名

岩
ノ
沢
、

一
曹
洞
宗
、

一
客
殿
南
向
、

安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
の
揚
生
村
(
-
関
市
）

の
「
風
土
記
御
用
書
出
」

（
以
下
、

越
イ
戸
、

如
来
、
長
竺
尺
、
慈
覚
大
師
作
、
栗
原
郡
三
迫
岩
ヶ
崎
村
黄
金
寺
九
世
龍
国
寿
金
和
岡
、

明
胚
一
一
年
一
二
月
開
院
」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
御
蔵
場
跡
は
「
一
関
様
御
物
成
御
取
納

蔵
」
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
て
あ
る
。
道
標
は
涌
津
街
道
沿
い
に
建
て
ら
れ
た
も
の
て
、
現
在

は
わ
ず
か
に
頭
部
の
み
が
見
え
る
程
度
で
、
他
は
ほ
と
ん
ど
土
中
に
埋
没
し
て
い
る
が
、

た
ぶ
ん
「
右
ハ
涌
津
道
、
左
ハ
日
形
道
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

名

一
方
、
前
述
の
分
岐
点
か
ら
約
四

0
0
m
北
西
に
、
曹
洞
宗
金
城
山
長
安
寺
が
あ
る
。

こ
曹
洞
宗
、

一
客
殿
演
向
、
竪
七
問
半
、
横
六
間
、

一
本
尊
阿
弥
陀

一
御
穀
叩
在
艘
右
伍
者
岬
川
―
―
付
無
御
役

一
大
か
「
こ
舟
七
艘
右
者
竹
場
逍
用
舟
―
―
付
無
御
役

一
か
っ
こ
舟
じ
艘

一
渡
舟
弐
艘
右
者
旅
人
逍
用
舟
―
―
付
無
御
役

一
婦
壱
艘
右
者
渡
世
柿
二
付
御
役
本
代
一
1

百
文

こ
れ
に
よ
っ
て
み
れ
ば
、
江
戸
時
代
中
期
の
薄
衣
船
場
に
は
、
仙
台
藩
の
年
貞
米
を
石

巻
に
輸
送
す
る
「
御
穀
罰
」
五
艘
の
ほ
か
に
、
旅
人
の
利
用
す
る
「
渡
舟
]
一
一
艘
｀
か
常
備

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
当
時
の
舟
守
に
は
藩
か
ら
芝

0
0文
の
家
禄
が
支
給
さ

れ
て
い
た
と
い
う
。
明
治
以
降
は
岩
手
県
で
渡
し
舟
を
経
営
し
て
い
た
が
、
昭
和
一
三
年

て
次
の
よ
う
に
ー
叫
さ
れ
て
い
る
。
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弐
ヶ
所
」
と
し
て

一
御
本
穀
蔵
三
ッ

一
御
蔵
壱
ゾ
、
竪
拾
間
、
柚
弐
間
半
、

一
御
蔵
壱
ッ
、
竪
拾
間
、
横
弐
間
半

一
御
蔵
弐
ソ
、
但
一
関
様
御
知
行
御
本
穀
御
蔵
二
御
附
候
事

一
御
蔵
壱
ッ
、
竪
拾
五
間
、
横
弐
間
半
、
一
御
蔵
壱
ソ
、
竪
拾
三
間
、
横
弐
間
半

庚
申
、
山
神
、
馬
頭
観
音
、
弁
財
天
、
三
峯
神
な
ど
の
石
碑
が
数
多
く
あ
る
。

「
安
永
風
土
記
」
に
「
一
米
倉
館
、
本
丸
、
南
北
三
拾
八
間
、
東
西
五
拾
弐
間
、

丸
、
南
北
―
―
―
拾
八
問
、
東
西
六
拾
弐
間
、
右
御
城
主
千
菓
甲
斐
守
胤
次
様
御
居
城
之
由
申

伝
候
処
、
年
月
共
相
知
不
申
候
事
」
、
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
て
あ
り
、
北
上
川
岸
断
崖

上
の
要
害
の
地
に
あ
る
山
城
で
、
別
に
薄
衣
城
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
現
在
は
耕
地
と
な

っ
て
い
る
が
、
本
丸
・
ニ
の
丸
・
―
―
一
の
丸
・
物
見
台
・
大
手
門
・
据
手
門
な
ど
の
跡
が
今

ニ
御
蔵

壱
ノ
、
竪
拾
間
、
横
弐
間
半

ん
で
左
右
に
仙
台
藩
と
一
関
藩
の
御
本
穀
蔵
跡
が
あ
る
。

ニノ

と
記
し
て
い
る
。
さ
て
、
国
道
か
右
手
に
直
角
に
折
れ
て
い
る
薄
衣
新
町
の
辺
は
、
古
文

書
に
よ
る
と
、
応
永
年
中
(
-
三
九
四
ー
一
四
二
七
）
ま
で
法
憧
寺
の
あ
っ
た
跡
て
あ

り
、
現
在
は
阿
弥
陀
堂
が
建
っ
て
い
る
。
付
近
に
は
康
安
一
一
年
（
ニ
ニ
六
―
-
）
の
古
碑
、

貞
治
四
•
五
年
(
-
三
六
六
）
の
供
握
碑
を
は
じ
め
、
江
戸
時
代
の
安
永
・
文
化
な
ど
の

国
道
と
ほ
ぼ
璽
な
っ
て
進
ん
で
来
た
旧
道
は
久
伝
で
国
道
と
分
か
れ
、
そ
の
先
漆
崎
ま

で
の
間
は
国
道
の
北
側
を
迂
回
し
て
い
る
。
旧
道
に
は
桜
と
松
が
並
木
と
し
て
植
え
ら
れ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
名
残
り
の
桜
が
久
伝
の
旧
道
の
北
側
に
一
本
残
っ
て
い

る
。
こ
の
久
伝
の
名
残
り
の
桜
か
ら
約
三
五

0
m
南
の
畑
の
沢
に
薄
衣
館
跡
が
あ
る
。

「
安
永
風
土
記
」
は
「
御
蔵
、

一
凡
居
辰
巳
向
、
一
わ
陪
閻
廿
壱
陪
、
輻
四
尺

一
額
社
拙
額
、
諏
訪
大
明
神
在
字
、

一
地
七
・
別
当
龍
宝
院

吝

‘
j

一
名
ー

一
関
御
家
中
文
珠
院
平

三
月
・
九
月
廿
七
日
、
往
占
ハ
鹿
之
頭
を
供
巾
候
処
、
魚
人
枚
宛
供
申
候
事

浪
分
神
社
と
改
称
し
た
の
は
明
治
初
年
の
こ
と
で
あ
り
、
境
内
に
は
諸
社
の
祠
が
あ

る
。
同
社
か
ら
東
北
へ
約
―
―
五

0
m
前
後
船
れ
た
諏
訪
前
に
は
、

一
関
市
に
至
る
道
を
挟

①

漆

崎

1
ぞ
島
峠

の
院
（
縦
一
二
間
、
横
一
一
間
二
尺
）
か
ら
な
る
権
現
造
で
あ
る
。

現
在
の
社
殿
は
拝
殿
（
縦
三
間
五
寸
、
横
二
間
三
尺
五
寸
）

お、 に
残
り
、
村
指
定
の
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。
館
跡
に
は
元
亨
一
一
年
(
-
三
二
二
）
の
古

旧
道
は
漆
崎
で
ふ
た
た
ひ
国
道
と
合
流
す
る
か
、
そ
こ
に
は
天
保
一
五
年
(
-
八
四
四
）

の
足
尾
山
大
権
現
碑
（
高
さ
―

-
o
o
c
m
、
輻
六

Ocm)
、
弘
化
四
年
(
-
八
四
七
）

•
奥

の
金

華
山
碑
（
高
さ
三
二

0cm
、
幅
一
―

-oem)
、
文
化
一

0
年
(
-
八
―
―
―
-
）
の
南
無
阿
弥

陀
仏
碑
（
高
さ
一
―
―
―

-oem、
幅
―
二

oem)
が
あ
る
。
ま
た
近
く
に
は
清
水
の
湧
く
占
井

戸
が
あ
り
、
そ
の
傍
に
小
さ
な
石
祠
か
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
清
水
は
往
昔
の
旅
人
が

咽
を
う
る
お
し
た
と
こ
ろ
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
で
も
部
落
民
が
飲
料
水
と
し
て
使
用
し

一
方
、
こ
の
漆
崎
の
古
碑
群
か
ら
約
四

0
0
m
南
に
高
館
山
が
あ
り
、
そ
の
中
腹
に
高

館
神
社
か
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
占
文
書
に
よ
れ
ば
、
岩
沼
の
館
主
で
あ
っ
た
泉
田
安
芸

が
、
文
禄
四
年
(
-
五
九
五
）
に
薄
衣
に
移
封
さ
れ
た
際
に
遷
座
し
た
も
の
と
い
う
。
な

「
安
永
風
土
記
」
は
「
高
館
明
神
社
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

一
小
名
高
館

｀
馴
請
泉
田
大
隅
様
御
先
祖
御
同
姓
安
芸
様
御
勧
請
之
由
申
伝
候
処
、
年
月
相
知
不
申
候
一
し
P

、

一
社
地
南
北
拾
五
間
、
東
西
弐
拾
間
、
一
社
東
向
四
尺
作

一
鳥
居
東
向
、
一
長
床
東
向
、
竪
弐
間
、
横
壱
間
半

一
額
鳥
居
竪
額
、
高
館
大
明
神
五
字
、
但
筆
者
相
知
不
申
候
事

一
地
上
泉
田
大
隅
様
御
自
分
高
館
と
申
御
林
之
内
―
―
付
、
地
主
無
御
咆
候
乍

一
別
当
泉
田
大
隅
様
御
家
中
羽
黒
派
長
昌
坊
死
没
、
当
時
無
住
二
付
、
仮
別
当
同
御
家
中
大
和

院
相
勤
候
市

漆
崎
を
過
ぎ
る
と
、

・
御
拝
所
（
二
間
）

旧
道
は
国
道
と
分
か
れ
て
左
手
に
進
み
、
鴨
地
・
泉
台
・
加
妻
・

て
い
る
。

碑
が
建
っ
て
い
る
。
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八
）
の
象
頭
山
碑
（
高
さ
―

o
o
e
m
)
な
ど
七
基
が
あ
る
。

年
（
一
七
五
七
）
の
塩
釜
塔
（
高
さ
九

O
c
m
)
、
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）

（
高
さ
九

O
c
m
)
、
文
化
六
年
(
-
八

0
九
）
の
湯
殿
山
碑
（
高
さ
一
六

O
c
m
)

塔
（
高
さ
―

-
o
c
m
)
、
弘
化
四
年
(
-
八
四
七
）
の
大
六
天
碑
、
安
政
五
年
(
-
八
五

さ
て
、
鴨
地
の
老
桜
を
過
ぎ
て
約
七

0
0
m
進
む
と
、

旧
道
の
西
側
に
加
妻
の
往
還
塚

が
あ
り
、
そ
こ
に
は
一
九
体
の
石
仏
が
並
ん
で
い
る
。
石
仏
は
形
状
・
寸
法
と
も
に
ほ
ぼ

•
横
山

の

塩

釜

塔

一
小
名

一
勧
請

一
社
地

一
鳥
居

一
地
主

一
別
当

記
し
て
い
る
。

師
堂
の
東
北
に
伊
勢
堂
が
あ
り
、

郷
の
沢
・
柏
木
な
ど
を
経
て
三
島
峠
に
向
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
国
道
と
分
か
れ
て
約
―

1
0

0
m
ほ
ど
進
ん
だ
鴨
地
に
は
、
並
木
の
名
残
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
桜
の
老
木
が
旧
道
の

左
側
に
一
本
残
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
老
桜
か
ら
約
二
五

0
m
東
の
国
道
の
北
側
に

東
西
拾
三
間
、

南
向
三
間
四
面
、

れ
い
之
作
之
由
申
伝
候
処
、
文
字
相
知
不
申
候
事
」
、

と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
そ
れ
で

あ
る
。
堂
内
に
は
「
て
い
れ
い
之
作
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
薬
師
如
来
坐
像
が
安
置
さ
れ

て
お
り
、
境
内
に
は
寛
文
一

0
年
（
一
六
七

0
)
の
蛇
王
堂
（
高
さ
六

O
c
m
)
、
同
年
の

弁
財
天
碑
（
高
さ
六

OCrn)
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
の
庚
申
碑
（
高
さ
―

oocrn)
、

天
明
□

年
の
西
方
無
羅
碑
（
高
さ
―

o
o
e
m
)
、
文
化
一
一
年
(
-
八

0
五）

（
高
さ
―

-
o
e
m
)
、
文
化
六
年
(
-
八

0
九
）
の
南
無
阿
弥
陀
仏
碑
（
高
さ
九

O
c
m
)

な
ど
の
ほ
か
に
、
明
治
期
の
馬
頭
大
神
、
山
神
、
月
山
神
社
の
三
碑
が
あ
る
。
さ
ら
に
薬

伊
勢
堂
平

右
ハ
米
倉
館
城
主
千
葉
甲
斐
守
胤
次
様
御
勧
請
之
由
申
伝
候
処
、
年
月
相
知
不
申
候
事

南
北
九
間
、
東
西
五
間
、
一
社
南
向
三
間
作

南
向
泉
田
大
隅
様
御
領
地
＿
―
付
、
地
主
無
御
座
候
事

大
和
院
一
祭
日
五
月
十
六
H

こ
の
伊
勢
堂
境
内
に
は
、
享
保
□

年
の
青
面
金
剛
童
子
碑
（
高
さ
八

O
c
m
)
、
宝
暦
七

同
形
で
、
後
背
を
背
に
し
て
一
一
段
か
ら
な
る
蓮
花
の
台
座
の
上
に
座
し
て
い
る
。
昭
和
五

三
年
の
宮
城
県
沖
地
震
に
よ
っ
て
一
部
破
損
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
の
石
仏
が

一
か
所
に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
例
は
珍
ら
し
く
、
村
指
定
の
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た

同
所
に
は
こ
れ
ら
の
石
仏
の
ほ
か
に
、
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
の
大
乗
妙
典
一
字
一
石

供
養
碑
と
石
燈
籠
が
あ
る
。
こ
の
往
還
塚
の
石
仏
群
か
ら
約
―

1
0
0
m
東
の
泉
館
に
は
、

「
安
永
風
土
記
」
に
、

一
小
名
矢
竹
‘
一
曹
洞
宗
、
泉
田
大
隅
様
御
家
中

一
仏
殿
南
向
、
堅
六
間
半
、
横
五
間
半

一
本
尊
薬
師
如
来
、
金
仏
立
像
、
御
長
壱
尺
弐
寸
、
但
作
者
相
知
不
申
候
事

一
門
南
向

一
額
門
横
額
、
松
月
山
三
字
、
国
分
七
北
田
村
洞
雲
寺
先
住
怜
茨
沓
和
尚
筆

と
記
さ
れ
て
い
る
曹
洞
宗
松
月
山
東
安
寺
が
あ
る
。
同
寺
は
薄
衣
の
館
主
泉
田
家
の
菩
提

寺
で
、
山
門
・
仏
殿
・
庫
裡
・
経
堂
な
ど
の
七
堂
伽
藍
が
建
並
ん
だ
堂
々
の
構
え
を
み
せ

て
い
る
。
境
内
に
は
数
多
く
の
石
仏
や
日
限
地
蔵
尊
が
あ
り
、
裏
門
入
口
に
文
化
―
―
―
年

（
一
八

0
六）

の
西
国
四
国
秩
父
坂
東
供
養
碑
（
高
さ
―
―

-oem
、
幅
七

O
c
m
)
が
あ
る
。

東
安
寺
の
東
南
の
小
高
い
丘
が
泉
館
跡
で
あ
る
。
こ
こ
は
薄
衣
の
館
主
泉
田
安
芸
の
居

館
跡
で
、
そ
の
地
域
内
に
葛
西
の
臣
矢
作
将
監
の
居
館
跡
と
伝
え
る
矢
作
館
（
「
南
北
三

り
、
さ
ら
に
、
付
近
の
曹
洞
宗
守
福
山
真
福
寺
跡
か
ら
は
至
徳
の
古
碑
が
発
掘
さ
れ
て
い

る
。
泉
館
と
矢
作
館
の
跡
は
と
も
に
畑
地
と
な
っ
て
い
る
が
、
村
の
文
化
財
指
定
を
受
け

「
見
越
の
松
」
と

称
さ
れ
た
と
伝
え
る
笠
松
が
あ
る
。
樹
令
数
百
年
と
い
わ
れ
る
老
松
で
、
枝
が
四
方
に
張

り
、
ち
ょ
う
ど
傘
を
ひ
ろ
げ
た
よ
う
な
み
ご
と
な
容
姿
を
呈
し
て
い
る
。
県
の
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
地
元
の
教
育
委
員
会
や
保
存
会
で
管
理
保
護
に
つ
と
め
て
い

る
。
こ
の
笠
松
の
左
手
で
、

旧
道
か
ら
約
―

1
0
0
m
離
れ
た
北
新
山
の
道
端
に
、
高
さ
一

o
o
c
m
ほ
ど
の
自
然
石
で
て
き
た
道
祖
神
が
あ
り
、
現
在
も
参
詣
す
る
人
が
い
る
と
い

さ
て
、
加
妻
の
往
還
塚
か
ら
約
八

0
0
m
進
ん
だ
旧
道
の
北
側
に
、

一
堂

て
保
護
さ
れ
て
い
る
。

拾
間
、
東
西
六
拾
間
、
右
御
城
主
片
年
号
相
知
不
申
候
事
」
、

「
安
永
風
土
記
」
）
が
あ

「
安
永
風
土
記
」
は
「
伊
勢
社
」
と
し
て
次
の
よ
う
に

の

雷

神

碑

一
本
尊
木
仏
坐
像
、
御
長
三
尺
、
右
ハ
て
い

薬
師
堂
が
あ
る
。
「
安
永
風
土
記
」
に
「
一
小
名
薬
師
堂
、

一
境
内
南
北
拾
三
問
半
、
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い
る
。

一
客
殿

一
本
尊
不
動
尊
、
木
仏
立
像
、
御
長
□

横
丁
、

二具

「
見

記
」
と
い
う
）
に
は
、

「
三
嶋
山
、
高
五
丁
拾
間
、
右
ハ
当
村
井
当
郡
千
厩
村
・
薄
衣

（
以
下
、

(5) 

わ
れ
る
と
こ
ろ
に
花
菖
蒲
が
生
え
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

う
。
笠
松
を
あ
と
に
約
一
―

1
0
0
m
旧
道
を
進
む
と
、
郷
の
沢
と
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
至

る
。
こ
の
辺
は
も
と
羽
黒
派
郷
沢
山
大
泉
院
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
在
は
果
樹
園

と
変
っ
て
い
る
が
、
大
泉
院
跡
地
は
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
四

0
0
m
ほ
ど

進
ん
だ
柏
木
地
内
に
は
、
旧
道
の
右
側
の
道
端
に
不
動
尊
が
あ
り
、
そ
の
足
元
か
ら
清
水

が
湧
出
し
て
い
る
。
以
前
は
竹
の
ひ
し
ゃ
く
が
常
備
さ
れ
て
お
り
、
旅
人
が
咽
を
う
る
お

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
柏
木
の
不
動
尊
付
近
か
ら
先
の
旧
道
は
、
往
昔
の
面
影
が
残
さ
れ
て
お
り
、

ふ
当
郡
千
厩
町
江
之
通
路
」
、

さ
ら

「
安
永
風
土
記
」
に
「
三
嶋
坂
、
長
七
丁
四
拾
弐
間
、
…
…
当
町

と
記
さ
れ
て
い
る
三
島
坂
に
至
る
。
そ
し
て
、
旧
道
が
急

な
坂
道
と
な
る
辺
の
道
端
に
、
弘
法
大
師
の
足
跡
石
と
い
わ
れ
る
石
が
あ
り
、
旅
人
は
こ

こ
で
休
憩
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
付
近
に
は
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
の
雷
神
碑
、
天

明
―
―
―
年
（
一
七
八
―
―
-
)
の
天
照
皇
太
神
宮
碑
が
あ
る
。
三
島
坂
を
登
り
つ
め
た
峠
が
濁
沼

村
（
千
厩
町
）
と
の
境
で
あ
る
が
、
そ
の
手
前
の
旧
道
の
左
側
は
三
境
寺
跡
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
薄
衣
・
濁
沼
・
千
厩
の
旧
一
―
―
か
村
の
境
付
近
に
あ
っ
た
寺
な
の
で
、
三
境
寺
と

呼
ば
れ
た
ら
し
い
が
、
今
は
そ
の
面
影
す
ら
と
ど
め
て
い
な
い
。
わ
ず
か
に
池
の
跡
と
思

三
島
峠
ー
千
厩
宿

標
高
一
二
四
六
・
一
11

m
の
三
島
山
は
、
千
厩
町
と
川
崎
村
と
の
境
界
に
あ
る
。
安
永
四
年

（
一
七
七
五
）
の
濁
沼
村
（
千
厩
町
）
の
「
風
土
記
御
用
菖
出
」

村
、
都
合
三
ヶ
村
入
合
之
山
二
御
座
候
」
と
あ
り
、
ま
た
「
封
内
風
土
記
」
に
は
、

島
山
、
本
邑
及
薄
衣
・
濁
沼
一
―
―
邑
之
高
山
也
、
伝
云
、

「
安
永
風
土

八
幡
太
郎
義
家
征
伐
安
倍
貞
任

時
、
厘
登
此
山
、
察
敵
軍
形
勢
、
故
号
見
島
、
以
三
邑
之
山
、
或
誤
作
三
島
」
と
述
べ
て

村
境
の
一
＝
島
峠
を
過
ぎ
る
と
、

旧
道
は
こ
の
三
島
山
の
北
側
を
通
っ
て
濁
沼
村
（
千
厩
町
）
に
入
る
わ
け
で
あ
る
が
、

「
安
永
風
土
記
」
に
「
三
嶋
坂
、
長
三
丁
四
拾
一
二
間
、
千

漑
町
汐
薄
衣
町
江
之
通
路
」
、

く
。
な
お
、
こ
の
三
島
峠
の
北
方
約
一
五

0
m
の
と
こ
ろ
に
も
峠
が
あ
り
、
幅
一

m
ぐ
ら

い
の
遁
が
川
崎
村
平
松
・
長
平
地
区
へ
と
通
じ
て
い
る
。
こ
れ
も
三
島
峠
と
呼
ば
れ
て
い

る
の
で
、
古
い
街
道
筋
と
思
わ
れ
る
。
新
し
い
街
道
筋
の
三
島
峠
か
ら
三
島
温
泉
入
口
ま

で
の
約
二

km
の
区
間
は
、
幅
約
―
-
m
の
砂
利
道
で
、

そ
の
間
の
金
山
沢
に
は
、

と
こ
ろ
で
あ
り
、

旧
道
を
挟
ん
で
左
側
の
杉
林
の
中
に
砂
金
の
露
天
掘
跡
が
あ

「
金
ボ
コ
」
と
地
元
民
が
呼
ん
で
い
る
場
所
が
あ
り
、
そ
こ
が
砂

金
を
洗
練
し
た
と
こ
ろ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
こ
の
地
方
は
砂
金
採
掘
の
盛
ん
な

と
く
に
文
禄
年
間
に
豊
臣
秀
吉
が
直
営
し
た
際
、
金
山
奉
行
と
し
て
派

遣
さ
れ
た
大
橋
八
蔵
•
西
村
左
馬
助
・
鯰
江
権
右
衛
門
の
三
人
が
交
付
し
た
本
判
（
採
掘

駒
ノ
沢
で
町
道
と
合
流
し
た
旧
道
は
、
そ
の
ま
ま
町
道
に
沿
っ
て
千
厩
宿
に
入
り
、
合

同
庁
舎
の
前
方
で
国
道
に
合
流
し
て
い
る
。
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）

町
）
の
「
風
土
記
御
用
書
出
」

と
新
町
か
ら
な
る
千
厩
宿
は
「
町
住
居
、
百
弐
拾
壱
軒
」
で
構
成
さ
れ
、

か
ら
は
薄
衣
•
藤
沢
・
黄
海
・
津
谷
川
・
折
壁
・
大
原
・
摺
沢
•
松
川
の
各
宿
駅
へ
の

「
道
八
筋
」
が
分
岐
し
て
お
り
、
交
通
の
要
所
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
千
厩
宿
の
入
口
に
あ

た
る
小
野
寺
英
雄
家
の
裏
手
に
、

言
宗
、

も
、
こ
こ

A
 

し
ヵ

旧
道
が
約
五

0
m
ほ
ど
残
っ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
藤
沢

へ
の
道
が
分
岐
し
、
付
近
に
は
お
ひ
ょ
う
の
老
木
と
地
蔵
尊
が
あ
っ
た
。
地
蔵
尊
は
今
は

磐
清
水
方
面
へ
の
道
路
際
に
移
転
さ
れ
て
い
る
。

国
道
と
合
流
し
た
旧
道
北
側
の
北
方
に
は
、
代
官
屋
敷
と
真
言
宗
宝
嶺
山
吉
川
寺
が
あ

る
。
代
官
屋
敷
は
往
昔
の
面
影
は
な
く
、

た
だ
門
前
の
笠
松
に
そ
の
名
残
り
が
若
干
と
ど

め
ら
れ
て
い
る
程
度
で
あ
る
。
吉
川
寺
は
「
安
永
風
土
記
」
に
「
一
小
名

南
向
、
竪
七
間
、
横
四
間
、

（
以
下
、

「
安
永
風
士
記
」
と
い
う
）

に
よ
れ
ば
、
本
町

許
可
書
）
が
残
さ
れ
て
い
る
。

りヽ

一
方
右
側
に
は
、

に
し
ば
ら
く
行
く
と
、

と
記
さ
れ
て
い
る
坂
道
を
千
厩
宿
に
向
っ
て
お
り
て
い

旧
道
の
面
影
が
良
く
残
っ
て
い
る
。

の
千
厩
村
（
千
厩
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に
「
一
曹
洞
宗
、

像
、
御
長
壱
尺
五
寸
、
但
作
者
相
知
不
申
候
事
、

一
客
殿

一
門
南
向
、

一
額

九
問
、
東
西
拾
八
間
、

寸
、
但
作
者
相
知
不
申
候
事
、

南
向
、
竪
九
問
、
横
七
間
、

「
安
永
風
土
記
」

仏
殿
横
額
、
祈

一
本
尊
釈
迦
如
来
、
木
仏
坐

白
石
家
か
ら
約
二
五

0
m
東
北
に
曹
洞
宗
伝
龍
山
大
光
寺
が
あ
る
。

日
、
七
月
十
六
日
」
と
記
し
て
い
る
。
一
地
主
・
別
当
館
屋
敷
惣
兵
衛
、

一
祭
日
正
月
十
六

一
堂

一
体
相
残
、
地
主
再
輿
仕
候
由
申
伝
候
処
、

噌
‘
-
―
一
間
四
面
、

一
本
諄
金
仏
坐
像
、
御
長
壱
尺
六

（
年
月
）
相
知
不
申
候
事
、

一

境

内

南

北

風
土
記
」
は
「
弥
陀
堂
」
と
し
て
、
「
一
小
名

（
入
道
）

帝
永
享
六
年
正
月
廿
六
日
岩
見
□

口
勧
請
之
由
申
伝
候
処
、
右
堂
焼
失
仕
、
千
体
仏
之
内

館、

一
勧
請

人
皇
面
一
予
一
代

後
花
隣

尺
、
但
作
者
相
知
不
申
候
事
、

「
安
永

堂
を
は
じ
め
庚
申
塔
・
山
神
塔
な
ど
が
あ
る
。
観
音
堂
に
つ
い
て
「
安
永
風
土
記
」
は
次

一
小
名
横
丁

一
境
内
当
村
真
―
＝
口
宗
吉
川
寺
境
内
二
付
、
間
数
御
書
上
不
仕
候
事

一
堂
南
向
、
壱
間
半
四
面

（
馬
頭
）

一
本
尊
□

口
観
音
、
木
仏
立
像
、
御
長
弐
寸
五
分

十
一
面
観
音
、
木
仏
立
像
、
御
長
四
寸
八
分

右
二
体
共
二
作
者
相
知
不
申
候
事

一
地
主
・
別
当
吉
川
寺

一
祭
日

-

1

一
月
十
七
日

と
こ
ろ
で
、
国
道
と
合
流
し
た
旧
道
は
、
そ
の
ま
ま
国
道
と
重
な
っ
て
町
内
を
東
北
に

進
み
、
大
船
渡
線
の
千
厩
駅
付
近
に
達
し
て
い
る
。
そ
の
間
、
国
道
北
側
の
館
に
大
肝
入

屋
敷
の
白
石
家
が
あ
る
。
同
家
は
東
山
南
方
の
大
肝
入
を
歴
任
し
た
名
家
で
あ
り
、
建
物

は
改
築
さ
れ
て
い
る
が
、

み
ご
と
な
老
松
と
門
が
残
っ
て
い
る
し
、

ま
た
、
御
用
留
を
中

心
と
し
た
大
肝
入
文
書
が
多
数
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
仙
台
藩
の
農
村
研
究
を
進
め
る
上
で

ま
こ
と
に
貴
重
な
史
料
と
い
え
る
。
な
お
、
同
家
裏
手
の
平
坦
地
は
現
在
杉
林
と
な
っ
て

い
る
が
、
そ
こ
は
金
山
奉
行
所
の
跡
で
あ
る
。
そ
の
東
側
に
阿
弥
陀
堂
が
あ
る
。

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

一
門
東
向
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
境
内
に
は
観
音

一
小
名
小
山

一
勧
請
誰
勧
請
と
申
儀
井
年
月
共
二
相
知
不
申
候
、
右
ハ
当
村
北
ノ
沢
と
申
所
勧
請
中
候
処
、

永
正
年
中
葛
西
御
家
臣
今
埜
土
佐
様
御
家
中
僧
正
と
申
出
家
当
所
へ
引
移
申
候
、
其
後
土
佐

様
よ
り
御
社
領
百
石
被
相
附
、
別
当
坊
中
共
二
有
之
、
別
当
ハ
白
山
永
正
寺
観
音
院
と
申
候

処
、
文
禄
年
中
金
掘
共
年
貢
小
出
卜
三
千
人
余
白
山
社
へ
引
籠
、
別
当
坊
中
共
焼
払
候
節
、

縁
起
什
物
等
焼
失
仕
候
付
、
委
細
之
儀
相
知
不
申
候
、
北
沢
（
別
本
に
神
子
沢
と
あ
り
）
よ

り
当
所
へ
神
輿
ヲ
界
ヒ
候
者
子
孫
有
之
、
其
後
係
今
も
祭
日
ニ
ハ
弄
神
輿
申
候
、
御
社
ハ
寛

文
三
年
再
輿
仕
候
、
別
当
白
山
永
正
寺
観
音
院
地
号
、
寛
文
年
中
白
山
光
龍
寺
と
相
改
申
候

巾、

一
社
地
南
北
五
拾
間
、
東
西
五
拾
問
、
一
社
南
向
、
四
間
作

ご
麟
居
南
向
、
一
長
床
南
向
、
堅
六
間
、
横
弐
間
半
、
一
石
階

一
額
社
竪
額
、
白
山
大
権
現
五
字
、
但
筆
者

□

口
と
申
伝
候
事

一
地
主
・
別
当
当
村
羽
黒
派
慈
眼
院

あ
る
9

(6) 

当
村
曹
洞
宗
大
光
寺
境
内

大
光
寺
境
内
二
付
間
数
御
甚
上
不
仕
候
事

東
向
、
三
間
四
面

一
本
尊
（
薬
師
如
来
）
、
木
仏
立
像
、
御
長
六
尺

不
動
明
王
、
木
仏
立
像
、
御
長
五
尺

右
二
体
共
二
慈
覚
大
師
御
作

一
地
主
・
別
当
大
光
寺
一
祭
H

旧
逍
と
重
な
っ
て
い
る
国
道
が
千
厩
宿
を
ぬ
け
て
、
千
厩
川
に
架
け
ら
れ
た
橋
を
渡
る

と
、
す
ぐ
右
手
に
小
梨
へ
の
道
が
分
岐
し
て
い
る
が
、
そ
の
付
近
の
前
田
に
松
沢
神
社
が

「
安
永
風
士
記
」
は
「
村
鎮
守
、
白
山
社
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

一
小
名

一
境
内

一堂

輯
一
一
字
、
仙
台
北
山
輪
王
寺
御
先
住
栓
薦
沓
和
尚
御
筆
」
、

あ
る
。
同
寺
境
内
に
は
薬
師
堂
が
あ
り
、
そ
の
本
尊
の
木
造
薬
師
如
来
立
像
（
総
丈
一
ぃ
ハ

ocm)
は
平
安
末
期
の
も
の
で
、
昭
和
―
―
九
年
県
指
定
の
有
形
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
薬
師
堂
に
つ
い
て
「
安
永
風
土
記
」
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

千
厩
宿
！
平
萩

四
月
八
日

と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
そ
れ
で

長
弐
拾
壱
級
、
幅
四
尺
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九
月
廿
九
日

村
鎮
守
の
白
山
社
が
松
沢
神
社
と
改
称
さ
れ
た
の
は
明
治
初
年
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
同

社
の
境
内
に
は
文
政
六
年
(
-
八
―
―
―
―
-
）
の
金
華
山
碑
、
万
延
元
年
(
-
八
六

0
)
の
普

賢
菩
藷
碑
、
年
号
不
明
の
殿
湯
山
・
月
山
・
羽
黒
山
碑
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
神
社
か
ら
約

「
安
永
風
土
記
」
は
「
一
館
山
、
館
山
館
、
南
北
四
拾
間
、
東
西
弐
拾
間
」
と
記

し
て
い
る
。
本
丸
跡
は
昭
和
四
三
年
に
千
厩
町
体
育
館
・
福
祉
会
館
が
建
て
ら
れ
た
た

め
、
破
壊
が
い
ち
じ
る
し
い
が
、
二
の
丸
跡
は
公
園
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
土

0
m
東
北
の
石
堂
に
弥
栄
神
社
が
あ
る
。
同
社
は
国
道
の
南
側
の
天
王
山
と
呼
ば
れ
る
高

台
に
ま
つ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
入
口
の
石
段
の
左
右
に
夫
婦
岩
が
あ
る
。
陰
陽
の
形
を
星

す
る
自
然
石
（
花
巌
岩
）
で
、
道
祖
神
あ
る
い
は
金
精
神
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
千
厩
宿
か
ら
国
道
と
重
な
っ
て
東
北
に
進
ん
で
い
る
旧
道
は
、
大
船
渡
線

の
千
厩
駅
の
東
側
で
国
道
と
分
か
れ
て
線
路
敷
地
を
横
断
し
、
奥
玉
へ
の
道
の
分
岐
点
付

近
か
ら
旧
国
道
二
八
四
号
線
（
現
国
道
は
改
修
さ
れ
て
大
船
渡
線
の
南
側
を
通
っ
て
い

る
）
と
重
な
っ
て
、
大
船
渡
線
の
北
側
を
東
進
し
て
い
る
。
そ
し
て
奥
玉
へ
の
道
の
分
岐

点
の
左
側
に
、
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
の
庚
申
塔
、
弘
化
四
年
(
-
八
四
七
）
の
金
華

山
碑
、
同
年
の
雷
神
碑
、
嘉
永
四
年
(
-
八
五
一
）
の
行
山
躍
供
養
碑
の
ほ
か
に
、
明
治

・
大
正
期
の
行
山
躍
供
蓑
、
馬
樫
大
神
、
小
牛
田
山
祇
な
ど
の
石
碑
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の

石
碑
群
は
、
も
と
は
分
岐
点
右
側
の
マ
ツ
ダ
自
動
車
店
の
敷
地
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
分
岐
点
の
辺
か
ら
東
へ
約
五

0
0
m
進
む
と
、
旧
道
の
北
側
に
正
徳
五
年
(
-
七

一
五
）
の
法
界
種
相
形
死
口
塔
、
文
政
三
年
(
-
八
―

1
0
)
の
祇
園
牛
頭
天
王
碑
、
天
保

三
年
(
-
八
一
―
―
―
-
）
の
塩
釜
大
明
神
・
竹
駒
大
明
神
供
養
碑
、
年
号
不
明
の
南
無
阿
弥
陀

仏
碑
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
古
碑
群
の
あ
る
付
近
は
、
幅
約
二
m
の
旧
道
が
約
六

0
0

m
に
わ
た
っ
て
よ
く
残
っ
て
い
る
。
そ
し
て
旧
道
は
、
そ
の
先
大
船
渡
線
の
左
側
を
駒
場

塁
は
整
然
と
し
て
お
り
、
館
跡
の
面
影
が
し
の
ば
れ
る
。

一
方
、
松
沢
神
社
か
ら
約
―

1
0

あ
り
、 東
西
三
拾
八
間
、
南
北
弐
拾
四
間
、
二
の
丸
東
西
三
拾
八
間
、
南
北
弐
拾
七
間
」
と

七

0
0
m
南
の
館
山
に
千
厩
城
跡
が
あ
る
。

『
仙
台
領
古
城
書
上
』
に
よ
れ
ば
、

「
本
丸

一
祭
日

か
ら
峠
を
越
え
て
台
に
至
り
、
さ
ら
に
大
船
渡
線
と
国
道
を
横
断
し
て
人
家
の
前
を
進
ん

で
い
る
。
そ
の
間
、
駒
場
か
ら
国
道
に
至
る
区
間
は
旧
道
が
山
の
中
に
わ
ず
か
に
残
っ
て

い
る
が
、
人
家
の
付
近
で
約
一

0
0
m
ほ
ど
不
明
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
人
家
の
と
こ
ろ

か
ら
約
一
五

0
m
北
方
で
、
大
船
渡
線
の
北
側
の
畑
地
は
、
縄
文
前
期
末
か
ら
晩
期
末
に

か
け
て
の
遺
物
を
出
士
す
る
台
遺
跡
で
あ
り
、

雷
神
塔
が
建
っ
て
お
り
、
そ
の
台
座
に
は
「
右
ハ
北
小
な
し
、
左
ハ
折
か
べ
」
と
刻
ま
れ

て
い
る
。
ま
た
、
台
遺
跡
の
東
北
に
太

f
堂
か
あ
る
。
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）

村
（
千
厩
町
）

そ
の
東
端
に
文
久
元
年
(
-
八
六
一
）

の
「
風
土
記
御
用
書
出
」
は
、
太
子
堂
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

一
小
名
台

一
境
内
堅
拾
四
間
、
横
九
間
、
一
堂
南
向
、
一
二
間
四
面

一
本
尊
木
仏
立
像
、
御
長
二
尺
、
運
慶
作

（竺）

但
聖
徳
太
子
二
御
座
候
処
、
天
筑
国
江
被
為
渡
、
御
持
参
被
成
協
候
御
経
を
左
右
之
御
手
ニ

御
持
被
成
候
、
夢
殿
之
御
姿
と
申
伝
候
事

一
額
ニ
ッ
、
堂
堅
額
上
宮
聖
徳
皇
五
字
、
堂
外
之
横
額

王
寺
明
静
教
院
諦
順
御
筆
、

一
地
主
・
別
当
台
屋
敷
肝
入
清
右
衛
門

一
祭
日
六
月
十
四
日
、
十
月
十
四
日

さ
て
、

旧
道
は
前
述
し
た
人
家
の
と
こ
ろ
を
過
ぎ
る
と
、
山
料
を
通
り
、
若
干
堀
割
と

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
く
だ
っ
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
藪
草
が
生
繁
っ
て
い
る
上
に
、
残

材
な
ど
が
積
み
重
な
っ
て
い
る
の
で
、
通
行
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
近
い
が
、

影
を
も
っ
と
も
良
く
残
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
堀
割
の
部
分
を
抜
け
る
と
、

の

の
金
田

旧
道
の
面旧

道
は
国
道
の
南
を
走
る
町
道
と
重
な
っ
て
境
ま
で
東
進
し
て
い
る
。
そ
の
間
の
桃
闊
に

は
、
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）

碑
、
文
久
元
年
(
-
八
六
一
）

る。

の
己
巳
供
養
碑
、
寛
政
―
―
―
年
(
-
八

0
0
)
の
塩
釜
宮

の
天
照
大
神
塔
な
ど
が
旧
道
の
南
側
に
あ
り
、
そ
の
付
近

に
由
緒
不
明
の
塚
―
―
苗
（
方
形
と
円
形
）
が
あ
る
。
さ
ら
に
境
地
内
に
入
る
と
、
国
道
が

s字
型
に
急
カ
ー
ブ
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
国
道
の
南
側
に
明
和
八
年
（
一
七
ヒ
一
）
の

塩
釜
宮
月
参
碑
、
同
年
の
奉
待
己
巳
供
養
碑
、
嘉
永
五
年
(
-
八
五
二
）
の
雷
神
塔
、
同

金
田
台
三
字
、
何
茂
摂
津
国
四
天
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り
七
日
市
ー
新
館
前

J

が
千
厩
町
と
室
根
村
と
の
境
界
で
あ
る
。

も
か
く
と
し
て
、
こ
の
坂
の
登
り
口
付
近
の
旧
道
の
北
側
に
、
安
永
二
年
（
一
七
七
―
―
-
)

の
竹
駒
大
明
神
月
参
供
養
碑
と
明
治
一
五
年
(
-
八
八
二
）
の
馬
胚
神
碑
が
建
っ
て
い

る
。
そ
し
て
「
壇
之
外
坂
」
を
登
っ
た
旧
道
は
、

や
が
て
、
大
船
渡
線
小
梨
駅
か
ら
約
二

五
0
m
西
南
の
旧
鉄
道
官
舎
跡
の
と
こ
ろ
へ
く
だ
り
、
そ
の
先
は
、
三
千
刈
に
あ
る
寛
政

―
―
―
一
年
(
-
八

0
-
)
の
塩
釜
宮
碑
（
高
さ
―

1
0
ニ
Cm

、
幅
―
ニ
―
―
-cm)

の
と
こ
ろ
へ
と

通
じ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
間
、
約
一
五

0
m
ぐ
ら
い
は
水
田
の
中
に
あ
っ

て
不
明
で
あ
る
。
塩
釜
宮
碑
の
辺
か
ら
は
、
大
船
渡
線
の
南
側
を
山
岸
沿
に
東
進
す
る
幅

約
二
m
の
旧
道
が
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
約
―

km
ほ
ど
行
っ
た
と
こ
ろ
で
、
線
路
敷
地
を

縦
断
し
て
国
道
と
合
流
し
、

や
が
て
国
道
の
北
側
に
沿
っ
て
東
進
し
て
峠
に
逹
す
る
。
そ

千
厩
町
平
萩
か
ら
の
旧
道
は
、
国
道
か
ら
約
一

0
0
m
北
側
の
峠
を
越
え
て
室
根
村
七

日
市
に
入
っ
て
い
る
が
、
そ
の
峠
を
挟
ん
で
、
国
道
か
ら
分
岐
す
る
奥
玉
へ
の
道
と
出
会

う
ま
で
の
約
―
―

1
0
0
m
の
区
間
は
、
杉
の
散
木
が
み
ら
れ
る
雑
木
林
の
中
に
、

ぼ
完
全
に
近
い
状
態
で
残
っ
て
い
る
。
な
お
、

七
日
市
に
つ
い
て
は
、

旧
道
が
ほ

た
だ
七
の
日
ご
と

に
市
が
立
て
ら
れ
た
と
い
う
言
い
伝
と
、
そ
れ
が
地
名
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、

そ
の
所
在
・
形
態
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。
中
世
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
、
市
立

な
土
地
柄
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

「
壇
之
外
」
が
な
ま
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
と

町
江
之
通
路
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

「
暖
ノ
袖
」
と
い
う
地
名
は
、

日
当
り
の
良
い
温
暖

国
道
の
南
側
を
流
れ
る
千
厩
川
の
支
流
に
沿
っ
て
、
境
地
内
を
進
ん
で
き
た
旧
道
は
、

ン
ノ
キ
坂
」
と
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
の
熊
田
倉
村
（
千
厩
町
）

の
「
風
土
記
御
用
書
出
」
を
み
る
と
、

「
壇
之
外
坂
、
長
二
百
舟
間
、
…
…
当
郡
千
厩

や
が
て
「
暖
ノ
袖
」
と
呼
ば
れ
る
辺
か
ら
坂
道
に
さ
し
か
か
る
。

年
の
金
毘
羅
大
権
現
碑
が
右
か
ら
一
列
に
並
ん
で
い
る
。

「
元
禄
絵
図
」
に
「
ダ

か
ら
忘
れ
ら
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、

「
宿
」
と
い
う
地
名
さ
え
も
地
図
の
上
か
ら
消
失

さ
て
、

旧
道
が
奥
玉
へ
の
道
と
交
叉
す
る
付
近
に
、
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）

の
庚
申

供
養
碑
（
高
さ
七
九

cm
、
幅
五
九
C
m
)

、
同
年
の
弁
天
供
投
碑
（
高
さ
一

0
―
-cm
、
幅
六

o
e
m
)
と
と
も
に
、
明
治
期
の
金
華
山
碑
、
古
峯
神
社
碑
、
雷
神
碑
な
ど
が
あ
っ
た
が
、

現
在
は
奥
玉
道
路
脇
の
崖
の
中
段
に
移
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
七
日
市
古
碑
群
を
過
ぎ
る

と
、
旧
道
は
田
圃
の
中
を
東
南
に
進
み
、
約
一
―

1
0
0
m
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
先
は
国

道
と
交
叉
す
る
ま
で
の
約
五

0
0
m
の
区
間
は
、

旧
道
が
ほ
ぼ
原
形
に
近
い
状
態
で
残
っ

て
い
る
。
そ
の
間
、
大
迎
の
旧
道
の
南
側
に
一
里
塚
が
一
基
現
存
し
て
い
る
。
塚
の
頂
上

に
は
桜
の
木
が
生
え
て
い
る
。
こ
の
一
里
塚
か
ら
約
―

1
0
0
m
進
む
と
、
樹
木
に
お
お
わ

れ
た
旧
道
北
側
の
う
す
賠
い
崖
渕
に
、
明
和
七
年
（
一
七
七

0
)
の
奉
納
大
乗
妙
典
日
本

廻
国
供
蓑
塔
（
高
さ
―
二
O
c
m
、
幅
七
五

em)
、
享
和
元
年
(
-
八

0
1
)

（
高
さ
―
一
七
Cm

、
幅
七
四

cm)
、
天
保
一
四
年
(
-
八
四
―
―
-
）

こ
の
大
迎
古
碑
群
を
過
ぎ
る
と
、

の
庚
申
塔
（
高
さ
―
―

旧
道
は
国
道
を
横
切
り
、
そ
の
先
は
国
道
と
大
船
渡

線
の
中
間
部
分
を
東
進
し
て
上
折
壁
宿
跡
に
向
か
っ
て
い
る
。
こ
の
間
の
旧
道
は
田
地
改

良
な
ど
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ
る
。
上
折
壁
宿
跡
に
つ
い
て
は
、
安
永
四
年
（
一

七
七
五
）

の
上
折
壁
村
（
室
根
村
）

八
年
(
-
九
一
九
[
)

―
-cm
、
幅
四
O
c
m
)
な
ど
が
あ
る
。

の
「
風
土
記
御
用
書
出
」

碑
（
高
さ
一
四
六

cm
、
幅
六
六
C
m
)

、
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）

て
さ
れ
た
場
所
の
名
残
り
で
あ
ろ
う
か
と
も
思
わ
れ
る
。

（
以
下
、
「
安
永
風
士
記
」

と
い
う
）
に
「
旧
跡
」
と
し
て
、
「
一
宿
、
町
場
跡
、
右
ハ
万
治
一
一
一
年
下
折
壁
新
町
江
被

相
移
候
由
申
伝
候
ボ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
こ
の
宿
駅
の
あ
っ
た
所
は
人
々
の
間

し
、
バ
ス
停
も
「
高
沢
」
と
変
っ
て
い
る
。
こ
の
宿
駅
跡
の
東
端
の
国
道
北
側
に
、
大
正

の
山
神
碑
（
高
さ
一
四
五

cm
、
幅
九
O
c
m
)
、
宝
暦
五
年
（
一
七
五

五
）
の
塩
釜
宮
月
参
供
養
碑
（
高
さ
一
四
O
c
m
、
幅
九
七

cm)
、
年
号
不
明
の
梵
字
供
養

の
梵
字
供
養
碑
（
高
さ

―
一
五

em
、
幅
六
一
―
-
C
r
n
)

が
右
か
ら
一
列
に
並
ん
で
い
る
。
左
端
の
石
碑
の
下
部
に
は
、

見
ざ
る
・
聞
か
ざ
る
・
云
わ
ざ
る
の
三
猿
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
前
方
に
地
蔵
尊
一
一
基

の

弁

天

塔
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上
』
に
「
上
折
壁
城
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
、
「
安
永
風
士
記
」
は
「
古
館
セ
ッ
」

て
、
「
一
山
吹
城
、
南
北
弐
拾
五
間
、
東
西
弐
拾
間
、
右
ハ
葛
西
御
家
臣
千
築
右
馬
之
丞

様
御
居
城
二
御
座
候
処
、
当
郡
釘
子
村
、
泊
水
馬
場
村
・
浜
横
沢
村
・
下
折
辟
七
村
迄
、

上
折
壁
城
跡
（
東
西
二
五

0
m
、
南
北
二

0
0
m
)
に
つ
い
て
は
、

五

と
し

『
仙
台
領
古
城
畠

塙
内
，
川
北
拾
九
間
、
東
内
人
拾
て
間

ー
小
名
観
音
罪

守
、
観
音
堂
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
ー
叫
し
て
い
る
(
)

）
の
下
折
壁
宿
の
西
南
の
八
幡
前
に
南
流
神
社
か
あ
る
。

「
安
永
風
土
品
一
は
一
村
鉛

幅
六
五
C
m
)

な
ど
が
あ
る
。

機
能
を
有
し
て
い
た
。

右
の
よ
う
な
話
は
、
菅
江
真
澄
の
『
未
刊
南
部
仙
台
遊
覧
記
』
の
天
明
六
年
七
月
二
四

一
方
、
宿
駅
跡
の
西
端
の
と
こ
ろ
を
、
国
道
か
ら
南
へ
県
道
本
吉
線
が
分
岐
し
て
い
る

が
、
そ
の
県
道
際
で
、
国
道
と
大
船
渡
線
に
挟
ま
れ
て
い
る
中
間
の
と
こ
ろ
に
、
享
和
二

年
(
-
八

0
1―
)

の
西
国
順
礼
塔
（
高
さ
三
二
七
Cm

、
幅
―
一
五

cm)
、
文
化
八
年
（
一

八
―
一
）
の
如
来
塔
（
高
さ
七
O
c
m
、
幅
二
五
C
m
)

が
東
向
き
に
建
っ
て
い
る
。
こ
の
順

礼
塔
か
ら
西
南
方
向
の
千
刈
田
に
金
毘
羅
神
社
、

上
折
壁
城
跡
、
曹
洞
宗
普
慶
山
建
高
寺

な
ど
が
あ
る
。
金
毘
羅
神
社
の
境
内
に
は
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）

（
高
さ
一
五
八

cm
、
幅
八
八
e
m
)
、
文
政
元
年
(
-
八
一
八
）

の
金
毘
羅
大
権
現
碑

の
青
麻
三
光
宮
碑
（
高
さ

I
O
I―-cm
、
幅
四
七
C
m
)

、
文
政
さ
年
(
-
八
―

10)
の
湯
殿
・
月
山
・
礼
黒
供
義
碑

（
高
さ
九
八
Cm

、
幅
七
―
―
-cm)
、
安
政
二
年
(
-
八
五
五
／
）

の
竹
駒
塔
（
高
さ
一
四
五

cm
、

さ
て
、

上
折
辟
土
宿
跡
を
過
ぎ
る
と
、

旧
道
は
国
道
と
そ
の
南
を
流
れ
る
太
田
川
に
挟
ま

れ
た
部
分
を
川
に
沿
っ
て
東
進
し
、
下
折
壁
宿
に
向
っ
て
い
る
。
安
永
四
年
（
一
七
七
五
／
）

の
下
折
壁
村
（
室
根
村
）
の
「
風
士
記
御
用
書
出
」
〈
以
下
、

「
本
町
弐
丁
丘
拾
四
間
、
新
町
壱
丁
四
拾
壱
間
、
都
合
四

T
-
―
―
拾
五
間
」
か

「
町
住
屈
、
八
拾
六
軒
」
て
構
成
さ
れ
、

「
当
郡
大
原
町
江
之
道
」
、

し
か
も
、
こ
こ
か
か
ら

「
道
三
筋
」
か
伸
び
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
下
折
壁
宿
ぱ
、
本
吉
郡
気
仙
沼
と
東
磐
井
郡

内
の
大
原
・
摺
沢
・
千
厩
•
藤
沢
・
津
谷
川
の
各
宿
駅
と
を
連
絡
す
る
交
通
の
要
所
て
あ

、

こ

、

‘
 

り

と

く

三
陸
沿
芹
の
水
産
物
と
内
陸
の
穀
類
•
第
た
は
こ
雰
の
中
継
地
と
し
て
の

は
「
千
厩
町
u
之
追
」
、

「
本
吉
郡
気
仙
沼
町
江
之
道
」
の

ら
な
る
下
折
壁
宿
は
、

に
よ
れ
ば
、

二
女
永
風
土
記
」
と
い
う
）

日
条
に
も
み
え
て
い
る
。

と
し
て
奉
祀
し
た
と
い
う
。

道
沿
の
も
の
て
は
な
く
、
津
谷
川
に
通
じ
る
逍
路
西
側
の
小
占
向
い
と
こ
ろ
に
あ
る
も
の

（

折

徳

）

（

津

谷

川

）

て
、
年
号
は
不
明
て
あ
る
か
、
そ
れ
に
は
「
従
是
、
東
ハ
お
り
か
へ
、
南
ハ
つ
や
か
ハ
、

（

藤

沢

）

（

原

）

西
ハ
ふ
し
さ
わ
、
北
ハ
大
は
ら
か
ち
道
、

七
五
左
衛
門
」

と
刻
ま
れ
て
い
る
Q

伝
の
兵
法
書
で
あ
る
六
餡
三
略
を
ひ
そ
か
に
義
経
に
渡
し
た
咎
で
島
流
し
と
な
り
、
桑

の
木
の
「
器
舟
」
で
本
吉
郡
唐
桑
に
票
着
し
た
。
姫
は
平
泉
の
義
経
を
慕
っ
て
気
仙
沼

か
ら
上
折
壁
宿
に
た
ど
り
つ
き
、
邑
人
に
平
泉
ま
で
の
里
程
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

ま
だ

六

0
里
も
距
れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
、
愕
然
と
し
て
望
を
失
な
っ
て
そ
の
場
で
自

害
し
た
。
邑
人
は
姫
の
最
期
を
哀
れ
み
、
相
集
い
て
一
字
の
祠
を
建
立
し
、
皆
鶴
姫
社

「
当
寺
ハ
本
吉
郡
新
城
村
金
仙
山
宝
鏡
寺
周
庵
文
襖
和
尚
弘
治
二
年
十
二
月
間
山
一
と
述

べ
て
い
る
。
こ
の
寺
は
昭
和
五
三
年
に
本
堂
を
焼
失
し
た
が
、
珍
ら
し
い
石
造
の
山
門
が

残
っ
て
い
る
。
同
寺
か
ら
約
五

0
0
m
南
の
一
一
本
木
に
道
標
か
あ
る
。
こ
の
道
標
は
、

IA 

.,+、4
 
門

源
義
経
と
恋
仲
と
な
っ
た
京
都
の
軍
学
者
鬼
一

東
向
」
と
記
し
、

さ
ら
に
、
同
寺
の
「
内
出
」
は
「
間
山
之
巾
」
と
し
て
、

ハ
間
半
、

一
本
尊
釈
迦
如
来
、
木
仏
坐
像
、
御
長
壱
尺
一
予
一
寸
、
但
作
者
相
知
不
申
候

（
貴
悦
）
法
眼
の
娘
の
皆
鶴
姫
は
、
家

て
9

安
永
風
士
品
」
は
「
一
小
名
山
吹
、

一
曹
洞
宗
、

一
仏
殿
東
向
、
竪
拾
間
、
横

が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
古
碑
群
の
右
手
か
ら
観
音
坂
を
登
っ
て
い
く
と
、
皆
鶴
姫
神
社

が
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
源
義
経
と
皆
鶴
姫
と
の
悲
恋
物
語
を
士
台
と
し
た
次
の
よ
う
な
伝

説
か
あ
る
（
『
室
根
神
社
史
実
録
』
）
。

ヶ
村
之
旗
頭
と
申
伝
候
れ
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
城
跡
は
『
仙
台
領
内
占
城
・
館
』
に

よ
れ
ば
、
断
崖
と
空
噂
土
墳
を
巧
み
に
配
し
、
美
し
い
形
と
要
害
か
よ
く
調
和
し
た
輪

郭
式
の
山
城
の
典
型
て
、
中
世
山
城
の
代
表
的
な
も
の
て
あ
る
と
い
う
。
建
的
寺
に
つ
い
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の
庚
展
碑

（
高
さ
一
六
七
Cm

、
幅
八
丘
C
m
)

、
文
化
の
大
黒
天
碑

〈
高
さ

1
^
1
m
ヽ
．
＂
lU

ー

』
—

-
C

ー

横
沢
村
の
「
風
士
品
御
用
鳥
出
」

＂
以
下

「
安
永
風

t
ー
叫
一
と
い
う
）
を
み
る
と
、
同

（
一
七
九
八
）

の
庚
申
碑
（
高
さ
一
五
六

cm
、
輻
九
O
c
m
)

、
天
保
三
年
(
-
八
ー
―
^
―
―
)

か
ら
約
芝

0
0
m
西
側
の
欠
人
田
に
釧
袋
神
社
か
あ
る
ぃ

安
永
四

11
ニ
ヒ
じ
五
〕

の
浜

る
。
そ
の
間
の
大
里
に
は
、

ま
す
、
折
辟
』
小
学
校
前
の
糾
面
の
村
道
脇
に
、
党
政

-
0
年

の
一
；
収
横
沢
村
人
数
伽
改
帆
ー
を
は
し
め
名
く
の
古
文
ド
い
か
所
蔵
さ
れ
て
い
る
C

辿
藤
尿

側
に
沿
っ
て
東
進
し
、
大
里
て
大
船
渡
線
の
線
路
敷
地
を
横
断
し
て
祈
館
＇
則
に
心
し
て
い

（
室
根
村
〕

の
I
l
l人
を
歴
什
し
た
遠
腺
家
か
あ
る
日
＇
秋
に
は
宝
、
水
じ
り
〖
、

•• 

）.） 
（
 

し
＿
一

ILJ
心
か
村
直
と
ほ
ほ
正
な
っ
て
大
川
の
東
側
を
由
進
し
て
宕
田
に
入
る
と
、

浜
横
沢
村

る。

あ
る
に
、
享
和
厄
年
〔
＾
八

0

/
）
の
七
騎
山
幸
竹
碑
〔
．
り
9

さ
．
じ
八
Cm

、

輻

：
．．． 

ぃハ

cm)

か

間
、
右
ハ
葛
西
御
一
族
千
葉
遠
几
様
兼
義
御
仕
屈
之
由
申
伝
候
処

‘
q月
相

知

不

申

候

事
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
「
安
永
風
士
品
」
）
。
屯
雲
寺
か
ら
約
じ

0
0
111
右
手
の
屋
中

に
は
、
下
折
壁
の
給
人
哀
山
氏
の
館
跡
（
東
西
約
一
五

0
m
、
南
北
約
▲
て

0111)
か
九

下
折
壁
宿
を
過
ぎ
る
と
、

旧
道
は
部
分
的
に
国
直
と
直
な
っ
た
り
、
あ
る
い
は
そ
の
北

（‘り四さ

- . 

丘
cm 

¥
i
m
)
、

/
1
c
 

苗
ー

年
号
不
叫
の
馬
仰
神

i
l
.
1
•

一
1
r
n
ノ

ー

―

-

l

C

、]

-，1
.
L
.
r
n

、
'
H
.
-

ぐ
L
h

さ

1
-
C
i
i
-
―

城
跡
に
つ
い
て
は
「
古
館
壱
ッ
」
と
し
て
、

「
一
金
鶏
城
、
南
北
四
拾
弐
間
、
東
西
拾
人

神
尊
碑
（
＇
砂
さ
八
＇
八

g

、
晶
ー

．．． 

m
J
 

巾＇閃

C

¥

安
、
水
じ
什
＂
／
じ
じ
八
）

の
附
無
阿
仇
陀
仏
碑

郡
黒
石
村
正
法
寺
第
拾
壱
世
観
室
和
尚
慶
長
八
年
間
山
」
と
伝
え
て
い
る
（
、
ま
た
、
金
飢

一
．
—
-
ごの
古
峰
神
碑
（
高
さ
一
九
ぃ
ハ
Cm

、
幅
几
じ
C
m
)

明
冶
二
二
り
口
八
八
几
）
の
山

向
」
と
あ
り
、

さ
ら
に
、
同
寺
の
「
書
出
」
は
一
閲
山
之

if」
と
し
て
、

ロ
竹
時
ハ
江
刺

年
(
1
八
＿
―
―
―
/
）

の
雷
神
碑
（
占
9

さ
：
九
九

cm
、
幅
一

O
O
C
r
n
)
、
大
正
＾
ご
年
(
-
九

一
本
尊
釈
迦
如
来
、
木
仏
坐
像
、
御
長
七
寸
、
但
作
者
相
知
不
巾
候
巾
、

l'i 

南

つ
い
て
は
、

「
安
永
風
土
記
」
に
「
一
曹
洞
宗
、

一
客
殿
南
向
、
竪
六
間
、
横
拾
間

概
神
、
馬
力
神
、
馬
頭
観
世
音
の
石
碑
な
ど
が
あ
る
。

の
も
の
で
、
昭
和
1
f
五
年
県
指
定
の
有
形
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
は
収
蔵
叩
に
安

置
さ
れ
て
お
り
、
保
存
状
況
は
良
好
て
あ
る
。
ま
た
、
同
社
の
境
内
に
は
元
文
元
年
（
一

七
三
六
）

の
奉
唱
白
ガ
遍
念
仏
供
投
塔
、
宝
暦
四
年
(
-
七
任
四
）

の
奉
唱
百
万
通
供
義
(

碑
、
寛
政
一

0
年
〈
一
七
九
八
）
と
年
号
不
明
の
占
碑
の
ほ
か
に
、
明
治
・
大
正
期
の
馬

一
方
、
下
折
壁
宿
の
北
西
に
曹
洞
宗
松
樹
山
竜
雲
寺
と
金
鶏
城
跡
が
あ
る
。
竜
雲
寺
に

祈
館
前
か
ら
天
卜
前
に
か
け
て
の
国
直
は
、
大
船
渡
線
と
大
川
に
挟
ま
れ
た
部
分
を
南

進
し
て
い
る
か
、

旧
道
は
新
館
前
て
国
直
と
分
か
れ
て
村
道
上
を
東
進
し
、

の
東
側
を
通
る
村
道
と
ほ
ほ
里
な
り
、

ま
す
、
新
館
前
の
旧
道
に
南
面
し
て
、
弘
化
一
こ
年
二
八
四
六
〗

こ
れ
は
出
地
出
身
の
カ
ー
の
供
性
碑
と
い
わ
れ
て
い
る

や
が
て
大
川

し
か
も
国
道
と
併
行
し
て
南
下
し
て
い
る
っ

の
庚
中
碑
、
天
保
二

の
六
見
か
右
か
ら
．
列
に
並
ん
て
い
る
3

こ
れ
ら
の
占
碑
附
か
ら
少
し
淵
れ
た
と
こ
ろ

図

新

舶

前

1
中
西

J

隣
見
）

（リ
j

列
に
蚊
＂
然
と
並
ん
て
い
る

「
秘
仏
」
と
さ
れ
た
本
尊
の
木
造
聖
観
音
立
像
（
像
高

:
0
:
•
五
C
m
)は
平
安
末
期

□

八
ぃ
ハ
ニ
）

の
馬
頭
観
侃
音
碑
后
臼
さ
几
四

cm

幅
：
・
一
五
C
m
)

か
国
直
に
由
向
し
て

．
常
出
向
一
．．
 
間
四
面
、
一
れ
隋
長
拾
人
段
、
輻
五
尺

一
本
諄
秘
仏
―
—
付
、
委
細
之
俄
御
占
ヒ
小
仕
似
巾

．
，
比
居
西
向
、
一
長
凡
略
人
間
半
、
横
人
間

一
額
壱
枚
、
咄
横
額
、
闘
逍
骨
ー
一
ぷ
．
字
、
惰
占
加
Jli
令
沢
大
口
口
卯
先
什
月
舟
和
尚
仰

W

一
地
主
・
別
当
酋
村
廿
児
派
況
学
坊

一
祭
l
l
正
月
—
し
H

、
九
月
|
し
1
1

止
．
一
行
（
．
几
一

．．
 

ご

の
己
巳
供
贔
碑
勾
lnJ

さ
．
四
O
c
m
、
輻
八
八

cm)
、
文
久
-
正
_

四
圧
C
m
)

、
文
化
圧

1
1
(
．
八

0
八、）

の
雷
神
碑
↑
砂
さ
―
-
．

u
c
m
、
輻
じ
八
Cm

〉
、
大

ぎ
4

四
O
c
m
、
輻

i
m
)

、

!

c

 

寛
政
＾
〇
礼
〔
．
じ
九
八
）

の
梵
字
供
礼
碑

〔＇いりさ

恥
店
の
左
右
の
燈
陀
の
的
に
も
、
か
和
元
年

〈
．
八

0
.
)
の
塩
釜
宮
・
竹
駒
宮
碑
（
．
仇

、
.. 
TI

ノ‘、
9

.

i

j

t

‘

る

ノ

l
-
C
l
)

カ

ダ

に

¥
1
ん
て
し
、

つ
い
て
、
室
根
神
社
の
参
直
入
口
に
建
っ
て
い
る
1
ヘ
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事、

一
別
当

一
祭
日

六
月
拾
五
日
」
と
記
し
て
い
る
。

横
拾
八
間
、

一
社

曹
洞
宗
、

分
、
弘
法
大
師
之
御
作
卜
御
伝
候
巾
」
と
述
べ
、

「
一
村
鎖
守
、
牛
頭
天
王
、

南
向
三
間
半
四
面
、

当
村
修
験
蓮
華
院
、

一
鳥
居
南
向
、

一
地
主

社
に
つ
い
て
は
、

一
小
名
宿
、

一
社
地
竪
三
拾
五
間
、

一
方
、
戦
前
の
村
社
で
あ
っ
た
弥
栄
神

一
仏
殿
南
向
、
竪
八
間
、
横
六
間
、

一
本
尊

一
小
名
遅
袋

一
勧
請
人
皇
第
四
十
四
代
元
正
天
皇
ノ
御
宇
t

荘
老
ー
一
年
当
郡
ド
折
吃
村
室
根
山
本
山
権
視
剖
収

之
節
、
同
時
紀
州
熊
野
¢
勧
讀
之
由
中
伝
＿
一
御
座
候
事

一
社
地
堅
拾
間
、
横
拾
五
間
、
一
社
南
向
弐
間
半
四
面

一
地
主
当
村
百
姓
長
吉

一
別
当
当
村
修
験
幅
蔵
院
、

「
安
永
風
土
記
」
に
「
一
名
木

「
お
そ
の
袋

は
、
こ
こ
に
て
生
れ
給
ふ
と
い
ふ
。
」
と
記
し
て
い
る
。
同
社
の
境
内
に
は
牛
馬
神
碑
の

一
杉
壱
本
、
廻
り
壱
丈
五
尺
、

壱
本
、
廻
り
壱
丈
弐
尺
」
と
記
さ
れ
て
い
る
一
一
本
の
み
ご
と
な
老
杉
が
、
社
殿
の
前
に
そ

御
袋
神
社
か
ら
約
一
・
ニ
k
m
南
の
天
王
前
に
は
、
国
道
の
西
側
に
浜
横
沢
城
跡
が
あ

り
、
そ
の
北
側
に
弥
栄
神
社
、
西
側
に
曹
桐
宗
万
年
山
松
山
寺
が
あ
る
。
城
（
館
）
跡
は

高
さ
約
二

0
m
、
東
西
約
一
五

0
m
、
南
北
約
八

0
m
の
丘
状
と
な
っ
て
お
り
、
周
囲
に

は
空
濠
を
め
ぐ
ら
し
、
そ
の
丘
上
に
本
丸
（
東
西
約
一

0
0
m
、
南
北
約
四

0
m
)
と――

の
丸
の
跡
が
あ
る
。
現
在
は
城
跡
全
体
が
牧
草
地
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
大
部
分
の
遺
構

が
そ
の
ま
ま
の
形
態
で
残
存
し
て
お
り
、
往
昔
の
面
影
を
し
の
ば
せ
て
く
れ
る
。
城
主
に

た
「
横
沢
系
図
」
に
よ
れ
ば
、
天
正
末
期
の
没
落
時
の
城
主
は
葛
西
の
後
裔
掃
部
介
徳
胤

と
伝
え
て
い
る
。
こ
の
城
跡
の
西
側
に
あ
る
松
山
寺
に
つ
い
て
「
安
永
風
土
記
」
は
「
一

木
仏
坐
像
、
御
長
四
寸
五

但
村
除
二
御
座
候

つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、

『
日
本
城
郭
全
集
』
は
葛
西
の
家
臣
千
葉
伊
勢
と
い
い
、

ま

び
え
て
い
る
。

ほ
か
にこ
ヽ

弐
本
、

一
杉

の
社
と
い
ふ
あ
り
、
む
ろ
ね
の
神
の
、

い
ろ
は
の
神
に
て
わ
た
ら
せ
給
ふ
、
む
ろ
ね
の
神

J

の
御
袋
神
社
に
つ
い
て
菅
江
真
澄
の
『
未
刊
南
部
仙
台
遊
覧
記
』
は
、

又
‘
I
l

タ
eJ
ー

几
月
十
九
日

社
に
つ
い
て
は
「
御
袋
権
現
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

内
で
は
、

横
沢
平
九
郎

貼
信
岡
刊

浜
横
沢
小
学
校
か
ら
約
：
＾

0
0
m
東
の
旧
道
の
ほ
と
り
に
、

文
化
又
年

ニ八

こ
の
弥
栄
神
社
か
ら
約
六

0
0
m
東
の
岩
田
の
旧
道
脇
斜
面
に
、
文
化
元
年
(
-
八

0

四
）
の
巳
待
供
養
碑
（
古
向
さ
一
て

O
c
m
、
幅
九
―
.-cm)
、
文
政
一
．
年
(
-
八
二
八
）
の

庚
申
塔
（
高
さ
―

-
O
c
m
、
輻
六
五

cm)
が
あ
る
。
こ
の
碑
の
と
こ
ろ
を
過
ぎ
る
と
、

0
六）

旧

道
は
留
地
内
に
入
り
、

L
字
型
に
ゆ
る
や
か
に
カ
ー
ブ
し
て
東
進
し
て
い
る
。
そ
の
留
地

の
金
毘
羅
尊
碑
（
山
向
さ
―

1
0
0
cm
、
幅
六
O
c
m
)
、
年
号
不
明
の
塩
釜
宮
供
蓑
碑

（
高
さ
一
七
O
c
m
、
幅
九
O
c
m
)
な
ど
の
烏
店
古
碑
群
が
あ
り
、
そ
の
右
手
に
十
LJ
市
場

の
集
落
が
あ
る
。
十

H
市
場
は
中
世
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
、
十
日
ご
と
に
市
立
さ
れ

た
と
こ
ろ
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
の
形
態
な
ど
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
り
、

わ
ず

か
に
地
名
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
か
ら
は
矢
越
を
越
え
て
、
藤

沢
・
黄
海
へ
と
通
じ
る
矢
越
街
道
が
分
岐
し
て
い
る
。
こ
の
十
日
市
場
の
北
に
、
浜
横
沢

村
の
肝
入
を
歴
任
し
、
安
政
五
年
(
-
八
五
八
）
に
大
肝
入
に
転
じ
た
横
沢
家
が
あ
る
。

同
家
の
先
祖
横
沢
平
九
郎
は
葛
西
晴
信
か
ら
次
の
ご
と
き
知
行
宛
行
状
を
受
け
て
い
る

(
「
代
数
有
之
御
百
姓
書
出
」
）
。

亡
父
任
譲
状
、
岩
手
郡
之
内
保
呂
北
村
五
千
刈
、
相
川
村
千
五
百
刈
、
横
沢
村
一
宇
、
永
代
宛
行

占
也
、
依
而
為
後
日
状
証
文
如
件
、

元
亀
弐
年
七
月
十
日

と
こ
ろ
で
旧
逍
は
、
十
日
市
場
付
近
か
ら
南
に
進
み
、
大
川
の
北
側
を
東
西
に
走
る
国

道
と
合
流
し
、
そ
の
ま
ま
東
進
し
て
県
境
に
逹
し
て
い
る
。
そ
の
間
の
五
反
田
に
は
、
国

道
か
ら
約
―

1
0
0
m
北
側
に
熊
野
神
社
が
あ
り
、

ま
た
、
国
道
沿
に
元
文
四
年
(
-
七
三

九
）
の
南
無
阿
弥
陀
仏
碑
（
高
さ
1

八
―

Cm

、
幅
六
五

em)
が
建
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

県
境
か
ら
約
五

0
0
m
手
前
の
国
道
の
南
側
て
、
大
川
と
挟
ま
れ
た
部
分
に
中
西
の
一
里

塚
か
一
拭
現
存
し
て
い
る
。
な
お
、
十
日
市
場
か
ら
約
一
―

1
0
0
m
南
の
大
川
の
南
面
一
帯

は
縄
文
時
代
の
住
居
跡
ら
し
く
、
多
く
の
石
器
や
士
器
か
出
土
し
、
方
両
遺
跡
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
そ
の
遺
跡
の
北
端
に
、
叶
時
の
倍
仰
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
も
の
か
と
思
わ
れ
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、
ー
、2
 
（
 
〇
浪
分
神
社
（
川
崎
村
字
諏
訪
前
）

0
金
昌
寺
(
-
関
市
弥
栄
字
茄
子
沢
）

神

社

国
道
の
南
側
に
口
枯
現
存
し
て
い
る
。

0
新
山
観
音
堂
（
花
泉
町
金
沢
）

0
中
西
の
一
里
塚
（
室
根
村
字
中
西
）

で
あ
る
し

道
の
南
側
に
一
基
現
存
し
て
い
る
。

0
大
迎
の
一
里
塚
（
室
根
村
字
大
迎
[
)

道
を
挟
ん
で
南
北
に
二
基
現
存
し
て
い
る
。

曹
洞
宗
。
稲
荷
山
。

0
台
の
道
標
（
千
厩
町
字
台
）

文
久
元
年
の
雷
神
塔
の
台
座
に
、

0
金
沢
の
一
里
塚
（
花
泉
町
金
沢
）

〇
弥
栄
の
＿
里
塚
(
-
関
市
弥
栄
）

「
安
永
風
土
よ
」
に
「
村
鎖
守
、
観
音
堂
」
と
出
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の

本
尊
の
木
造
聖
観
音
立
像
は
平
安
末
期
の
作
て
、
県
指
定
の
有
形
文
化
財
で
あ
る
。

〇
御
袋
神
社
（
室
根
村
字
欠
入
田
）

「
安
永
風
土
記
」
に
「
御
袋
権
現
」
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
て
あ
り
、
そ
の
社
殿
の

「
安
永
風
土
記
」
に
「
村
鎖
守
、
牛
頭
天
王
」
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
て
あ
る
。

「
安
永
風
士
記
」
に
よ
れ
ば
、
漿
前
国
横
手
村
妙
徳
山
泉
幅
寺

勅
特
賜
無
沿
妙
融
禅
師
に
よ
り
明
徳
四
年
の
間
山
と
伝
え
て
い
る
。
現
在
の
本
堂
は
昭

和
＾
七
年
の
再
建
て
あ
る
が
、
楼
門
は
宝
永
八
年
の
建
第
て
、
県
指
定
の
有
形
文
化
財

「
安
永
風
士
品
」
に
い
う
観
音
堂
で
、
奥
州
順
礼
―
―
―
―
―
一
番
札
所
の
う
ち
の
第
一
九
番

札
所
で
あ
る
。
宝
肝
年
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
一
几
番
札
を
保
存
し
て
い
る
。

〇
宝
寺
院
（
花
泉
町
金
沢
）

道
の
南
側
に
一
基
現
存
し
て
い
る
。

(3) 

寺

院

わ
、
北
ハ
大
は
ら
か
ち
道
、
七
五
左
衛
門
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

年
号
不
明
で
あ
る
が
、

「
従
是
、
東
ハ
お
り
か
べ
、
南
ハ
つ
や
が
ハ
、
西
ハ
ふ
じ
さ

〇
弥
栄
神
社
（
室
根
村
字
天
王
前
）

0
二
本
木
の
道
標
（
室
根
村
字
二
本
木
）

前
に
は
二
本
の
老
杉
が
そ
び
え
て
い
る
。

い
る
。

「
右
ハ
北
小
な
し
、
左
ハ
折
か
べ
」
と
刻
ま
れ
て

る。
天
文
六
年
建
立
、

「
道
、
右
ハ
い
し
の
ま
き
、
左
ハ
う
す
ぎ
ぬ
」
と
刻
ま
れ
て
い

0
南
流
神
社
（
室
根
村
折
壁
字
八
幡
前
）

道
標
と
一
里
塚

0
新
町
の
道
標
（
花
泉
町
金
沢
新
町
）

「
安
永
風
土
記
」
に
「
村
釦
守
、
白
山
社
」
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

(1) 

0
松
沢
神
社
（
千
厩
町
字
前
田
）

の
遷
座
と
い
う
。

街
道
筋
に
残
る
主
な
文
化
財

る
石
神
が
ま
つ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
か
た
わ
ら
に
石
神
移
転
品
の
碑
が
建
っ
て
い
る
。

一
安
永
風
土
記
」
に
「
声
詞
館
明
神
社
」
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
て
あ
り
、
文
禄
四
年

0
高
館
神
社
（
川
崎
村
字
高
館
）

四
年
の
勧
請
と
伝
え
て
い
る
C

「
安
永
風
土
triL
」
に
よ
れ
は
、

「
村
鉛
守
、
牛
頭
天
王
社
」
の
こ
と
て
あ
り
、
永
禄
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〇
漆
崎
の
古
碑
群
（
川
崎
村
字
漆
崎
）

0
法
憧
寺
跡
の
古
碑
群
（
川
崎
村
字
諏
訪
前
）

も
の
．
基
）
。

0
金
毘
羅
神
社
境
内
の
古
碑
群
（
室
根
村
字
千
刈
田
）

道
の
北
側
崖
上
に
二

0
基
の
供
壺
碑
群
が
建
並
ん
で
い
る
。

0
大
迎
の
古
碑
群
（
室
根
村
字
大
迎
）

あ
る
。

明
和
八
年
の
塩
釜
宮
月
参
碑
な
ど
四
基
が
あ
る
。

④

古

碑
曹
洞
宗
。
冨
沢
山
。
栗
原
郡
三
迫
岩
ヶ
崎
村
黄
金
寺
九
世
龍
国
寿
金
和
尚
に
よ
り
明

0
長
安
寺
(
-
関
市
弥
栄
）

曹
洞
宗
。
金
城
山
。
西
磐
井
郡
赤
荻
村
要
津
院
五
世
曇
芥
恵
応
和
尚
に
よ
り
天
文
一

曹
洞
宗
。
松
月
山
。
文
禄
四
年
の
開
山
と
伝
え
て
い
る
（
占
文
渇
）
。
薄
衣
の
館

t

0
大
光
寺
（
千
厩
町
字
宮
敷
）

曹
洞
宗
。
伝
龍
山
。
境
内
に
薬
師
堂
か
あ
り
、
そ
の
本
尊
の
木
造
薬
師
如
来
立
像
は

〇
竜
雲
寺
（
室
根
山
字
聖
沢
）

曹
洞
宗
。
松
樹
山
。
江
刺
郡
黒
石
村
正
法
寺
―
一
世
観
室
和
尚
に
よ
り
慶
長
八
年
の

〇
宝
持
院
境
内
の
御
波
留
地
蔵
（
花
泉
町
金
沢
）

明
和
五
年
、
仙
台
願
行
寺
僧
覚
輿
の
建
立
。

〇
弥
栄
の
古
碑
(
-
関
市
弥
栄
）

嘉
永
五
年
の
湯
殿
山
碑
、
大
肝
入
阿
部
宗
之
進
ら
の
建
立
。
高
さ
約
四

m
の
巨
碑
で

〇
鶴
巻
の
古
碑
群
(
-
関
市
弥
栄
字
鶴
巻
）

康
安
二
年
の
占
碑
を
は
じ
め
、
貞
治
・
安
永
・
文
化
な
と
の
占
碑
が
数
多
く
あ
る
‘
9

文
化
一

0
年
の
南
無
阿
弥
陀
仏
碑
な
ど
三
甚
か
あ
る
。

〇
薬
師
堂
境
内
の
古
碑
群
（
川
崎
村
字
泉
台
）

寛
文
一

0
年
の
蛇
干
塔
を
は
じ
め
、
天
明
・
文
化
・
明
治
な
ど
の
古
碑
九
基
が
あ

る
（
う
ち
明
治
期
の
も
の
三
基
）
。

享
保
期
の
青
面
金
剛
童
f

碑
を
は
じ
め
、
宝
暦
•
安
永
・
文
化
・
弘
化
・
安
政
な
ど

宝
暦
年
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
一
九
体
の
石
仏
か
並
ん
て
い
る
。
石
仏
の
ほ
か
、
宝

安
永
五
年
の
庚
申
碑
を
は
じ
め
弘
化
・
嘉
永
・
明
治
・
大
正
な
ど
の
古
碑
七
甚
が

あ
る
（
う
ち
明
治
・
大
正
期
の
も
の
三
基
）
。

〇
桃
園
の
古
碑
群
（
千
厩
町
字
桃
園
）

明
和
元
年
の
己
巳
供
蓑
碑
な
ど
四
基
が
あ
る
（
う
ち
明
治
期
の
も
の
一
基
）
。

〇
境
の
古
碑
群
（
千
厩
町
字
境
）

0
七
日
市
の
古
碑
群
（
室
根
村
字
七
日
市
）

天
明
五
年
の
庚
申
供
壺
碑
な
ど
五
基
が
あ
る
（
う
ち
明
治
期
の
も
の
三
基
）
。

明
和
七
年
の
奉
納
大
乗
妙
典
日
本
廻
国
供
義
塔
な
ど
四
陥
が
あ
る
（
う
ち
大
正
期
の

寛
政
丘
年
の
金
毘
羅
大
権
現
碑
な
ど
五
凡
か
あ
る
（
う
ち
明
治
期
の
も
の
一
某
）
。

開
山
と
伝
え
て
い
る
（
「
安
永
風
土
記
」
）
。

回
五
基
か
あ
る
〈
う
ち
明
治
期
の
も
の
；
生
、
不
明
一
基
）
。

正
徳
五
年
の
法
界
種
相
形
死
口
塔
を
は
じ
め
、
文
政
・
天
保
・
明
治
な
ど
の
古
碑

平
安
末
期
の
作
で
、
県
指
定
の
有
形
文
化
財
で
あ
る
。

0
上
駒
場
の
古
碑
群
（
千
厩
町
字
上
駒
場
）

、
｀
~イ（
 

暦
八
年
の
大
乗
妙
典
一
字
一
石
供
餐
碑
と
燈
籠
か
あ
る
C

泉
田
家
の
菩
提
寺
で
七
堂
伽
藍
が
建
並
ん
で
い
る
。

0
往
還
塚
の
石
仏
（
川
崎
村
字
加
妻
）

の
古
碑
七
基
が
あ
る
。

0
東
安
寺
（
川
崎
村
字
泉
館
）

八
年
の
開
山
と
伝
え
て
い
る
（
「
安
永
風
土
記
」
）
。

0
伊
勢
堂
境
内
の
古
碑
群
（
川
崎
村
字
泉
台
）

暦
二
年
の
開
山
と
伝
え
て
い
る
（
「
安
永
風
土
品
」
）
。
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0
鳥
居
古
碑
群
（
室
根
村
字
留
）

縄
文
時
代
の
信
仰
の
対
象
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
石
神
（
石
碑
）
が
あ
る
。

〇
浜
横
沢
の
石
神
（
室
根
村
字
方
両
）

文
化
―
―
一
年
の
金
毘
紐
尊
碑
な
ど
三
基
か
あ
る
。

が
あ
る
（
う
ち
明
治
・
大
正
期
の
も
の
三
基
）

明
和
八
年
の
梵
字
供
鉗
碑
な
と
ぃ
ハ
凡
か
あ
る
（
う
ち
大
正
期
の
も
の
一
凡
、
地
蔵
ニ

元
文
元
年
の
奉
閉
百
ガ
通
念
仏
供
韮
碑
を
は
じ
め
、
宝
暦
・
寛
政
・
年
号
不
明
・
明

〇
折
壁
小
学
校
前
の
古
碑
群
（
室
根
村
字
大
里
）

寛
政
一

0
年
の
庚
申
碑
な
ど
三
基
か
あ
る
。

0
大
里
の
古
碑
群
（
室
根
村
字
大
里
）

寛
政
一

0
年
の
梵
字
供
養
碑
を
は
じ
め
、
享
和
・
文
化
・
文
久
な
ど
の
古
碑
五
基
が

あ
る
（
う
ち
大
正
期
の
も
の
一
甚
）
。

0
新
館
前
の
古
碑
群
（
室
根
村
字
新
館
前
）

安
永
七
年
の
南
無
阿
弥
陀
仏
碑
を
は
じ
め
、
享
和
・
天
保
・
弘
化
な
ど
の
占
碑
七
基

治
・
大
正
な
ど
の
碑
が
林
立
し
て
い
る
。

0
南
流
神
社
境
内
の
古
碑
群
（
室
根
村
折
壁
字
八
幡
前
）

甚
）
。

0
高
沢
の
古
碑
群
（
室
根
村
字
高
沢
）
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花泉町道慣 花泉町宝持院楼門

一
直

ー関市弥栄一里塚 花泉町御波留地蔵

花泉町新山観音堂
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川崎村漆崎の古碑群

川崎村往還塚の石仏

川崎村笠松

-., . . . 

一 匹翌・

--
mi 

川崎村宿場町

＼ 

， ． 、-
一

~ 

川崎村 旧街道鴨地の老桜

川崎村松月山東安寺
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千厩町 白石家の門
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__,__ 
千厩町夫婦岩
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千厩町三島峠

9

9
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可 干厩町 三島峠から千厩への道をのぞむ

且3一 ~ 
層

干駐町石碑と折戸館跡

27 



干厩町道慣鈷

室根村一里塚

干駐町堀割を見せる旧道

I
 

＇ ヽ

t!!I 

... ¥ 

誓I
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B
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室根村 上折璧宿路の古碑群
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室根村 石神遺跡
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気仙沼街道(1)

-、,:;J~~//~l((/ぬJ戌v.,、ゞ 二1 ,007( 11\),cク;'l\l\ ll'" 

孟1番号1 名 称 I

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
 

1
j¥n“ば柑`
r
）ヽ3‘
ノ
に

A]
．
h

唸ク‘

金沢駅

金沢八幡神社

八幡蒻碑

曹洞宗宝持院

i''i洞宗宝持院桜門
朧晃山稲荷社

供養碑群

道標

御波留地蔵

一里塚

二本松 （塚の松）

作神 （堅牢地神）石励

山ノ神神社 （石祠）

,- 14 旧気仙沼街道松並木

0, 15 新山観音堂奥州三十三露場

~ 16 金沢城（旭城）

~ 17 愛宕神社

; 18 道祖神

)、 19 邸大寺跡

~20 柴ノ沢館

~ 
f 21 北館

~ 
22 馬骨消水

23 霜除松並木

1' 
• 24 六本欅鎮座豊隆神社

-t 25 :1欠塚神社 （石祠）

7 26 一里塚
~27 塚の松及杉並木

~ 
28 巨大供養碑湯殿山

29 供養碑群
I 
母I 30 宮沢宿お蔵、゚31 宮沢山金昌寺(¥輝l宗）
32 宮沢宿道標

金城山長安寺 (111i洞宗）

熊野神社

渡船場

この地図は、建設省国土地理院長の承認を得て、同院発行の 5月分の 1地形図を複製したものである。 （承認番片）昭55総第、第228乃
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気仙沼街道(2)

舟場跡 (波場)

ifI場町 (j'噂丘町)

3 I i良分神社
4 1仙台滞御本厳跡

5 1一関部御本蔵跡

6 1 iま↑慮、宇跡と古碑
7 1モクゲノ ン自生地

8 1 IA街道人口の革本悩

9 I漆崎町板碑と井戸
10 I 簿1<.館と J(.告の碑
111高官官神社
旧街道鴨I也の在桜

藁師堂とJJ!内の版碑

fJI骨堂と板碑

f主還ほの石fl.

16 1松JJ山車安一干

.~館と 自民作館跡

鉱島J、f'Ji且畠

19 I ililfi神
宜松(l¥!指定)

郷沢山太品院跡

不問1ft!:と湖水

f再孟弘法太師足跡の石

24 1 ")見守と村JJ!

この地凶は、建設'両国土地理院長の承認を得て、同院発行の5月分の l地形図を祖製したもので'Jうるo (，It.w.昨け)Ht.i55総也、抗228号



気仙沼街道(3)

名

三島山

三島峠

金山iR金山飾

経塚

代官屋敷

吉川寺

干眠城

大肝人白石軍

大光寺

松沢神社

尭婦岩

赤間館

石碑と折戸館

道標銘とその周辺

塚と石碑

石碑とダンノキ坂

溢葺宮町碑と旧道

この地図は、 建設省国土地理院品目勝却を i~トて、 /;3/院控行の 5 万分の I )也形凶を惜別したものであるゑ認昨丹)11白55総 出、第2銘打



気仙沼街道(4)

名

1 1七日市旧道

2 1七日市

3 1七日市古碑群

4 I 里塚(跡)
5 I大迎古碑群
6 I上折堕城
7 1金毘羅神社と古碑

8 1西国順礼峰

9 I上折堕の111跡
10 I上折竪町南跡的古碑群
III皆鶴姫神社と観骨収

12 1建高寺

13 I南流神社
14 1竜雲寺と金筒械

15 I下折堕の街
16 I 真山氏の館跡
17 I折堕小学校前古碑
18 1大里古碑群

19 1新館前古碑群

20 1御袋神社

幻|肝人遺臓宰

22 I弥栄神社
23 1松山寺

24 1浜繍沢城跡

25 I大柿古碑
26 I .r.居古碑群
27 1大肝人峨沢事

28 I方両遺跡 (1i岡館)
29 I十日市場
30 I熊野神社
31 1五反田急仏塔

321気仙沼街道的宮城県旧新雄村との隣接部分

“県公尚:j'I ，;.入74ff

，、ゐ/¥、z

この地図は、建設古国土地理院長の承認を f~t て. 1而l技量ffの5万分の l地形同を組制Lたものである。 (*，M!，I昨日)昭55総複.司228;)
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